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2. 動輪に及ぼす放射線の遺伝的影響にっいてのgF寛 (t'ブタアエ

ラ-財凪の援助による)
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4.T線の暴虎封と線瀬封の場合における放射線誘発突焦変異串の

比畿 (Fg蕨麻子力機構の療助による)
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昭 和 35年 度 の 概 観

,dl /僅 少匂

遺伝研月報の 16号に昭和 35年の遺伝研 10大ニュースが披露されている｡

この選定は生理遺伝部の忘年会に定めたのであるから,公認というわけではな

い｡併し之によって昭和 35年度の研究所の動きはよく分ると思 うから,転載

する｡

1) 職員食堂の開設

遺伝学普及会,稲研究委員会,動物遺伝研究委員会,若葉会,静岡県,当研

究所全所員の寄附金等によって,多年の懸案であった当研究所職員食堂が本年

1月 18日に誕生 した｡

2) γ線照射装置の完成

昭和 30年度に新鴬のⅩ線実験室には 60CO50curieの照射装置が設けら

れたが昭和 34年度には更に増築されて建物も倍加 して放射線実験室と改称せ

られ新たに 137CS2,000curie(将来 6,000curieに増加の予定)および中性

子源 Ra-BelOOmg(将来は 500mgに増加の予定)の照射装置が完成した0

3) 特別蚕室の完成

建物は鉄筋ブロック造 りで,比較的単純な間取 りになっているが研究作業に

便利なように特に配慮されてある.γ線照射飼育室,対照飼育室,普通飼育室

2室の4重を中心にして,これに蚕卵人工僻化重,機械室,冷蔵室,秤量調査

室が附属し,他に貯薬用の地下室 23.71m2 がある｡



昭 和 35年 度 概 観

4) 移動網室の完成

この移動網室は,間口 10米,奥行 22米,高さ 2.5 米で面積からいえば

一寸 した学校の雨天体操場にも匹敵する｡骨組には全部鉄材を用い金網をはっ

た枠を柱と柱の間へ験込むようになっている｡屋根には軽量と作業の容易さと

い う点からナイロン製魚網を使った｡

この網室は,四隅のみをコンクリ- トを打ち込んだ固定基礎で支えるよう設

計され,他の部分はすべて分解 し容易に持ち運びできる｡固定基礎は西二番園

に二カ所,酉三番関に-カ所の計三カ所にそれぞれ設けられ,二年一期の輪作

に応 じて網宝も移動できるのが一つの特色である｡

5) 人質遺伝部の発足

昭和 35年予算で当研究所の目標とする 10研究部門中第7番目の新部門と

して人類遺伝部の新設が認められ 4月 30日文部省令の改正によ-?て同部が発

足 した｡

6) 免疫用兎飼育室の完成

平たい鉄骨造 り多frl柱の建物,側耐 ま総ガラス,屋根は傾斜のゆるいスレー

ト張 りで,中々スマー トである｡

7) 研究本館改築のため第 1期工事初年度分予算額が確定 し,覗木造本館の

西側約 3分の 1に該当する400余坪が取 りこわされた｡

8) 遺伝の講演と展示の会が静岡市県民会館で開催された｡

9) ｢放射線の遺伝的影響｣シンポジュ-ムが三島市塙人青少年会館で開催

された｡

10) 大島生理遺伝郡長に毎日新聞社より毎日学術奨励金が授与された｡

例年の通 り第 4回遺伝学夏期講座が7月 20日から 23日迄開かれ,66千石の

出席者があって盛会であった｡

木村教官は国連の科学小委員会に出席,酒井部長は英国の学会出席の後エジ

プ ト,セイロン等に約1カ月出張 した｡木原所長は 10月国際イネ研究所の理

事会に出席のためマニラに行った｡今年の稲の採集には岡教官が単身ラテンア

メリカに行っただけである｡
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ⅡA.研 究 室 一 覧 (昭和 35年 12J]末現在)

研 究 室

第 1研究室

第2研究室

第 1研究室

第2研究室

第 1研究室

第2研究室

第 1研究室

第2研究室

第3研究室

第 1研究室

第2研究室

第 3研究室

第1研究室

第2研究室

第 3研究室

第1研究室

室 長

田 島 弥 太 郎
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大 高 長 造

木 原 均

名 和 三 郎
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辻 田 光 雄
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ⅡB.協同研究組織一覧
(昭和 35年12月末現在)

(1) 栽培稲の起原に関する研究 (ロックヲエラー財団の援助による)

班 別 委 員 研 究 員

a.採集 ･系統保存班 ･木 原 均
古里 和片山 忠

晃
男

.日日J.リ
イ不
R只

水
木

清
鈴

夫
夫

藤井 太朗勝星 敬三
前 田 文 雄

C.集 団 遺 伝 班 酒 井 寛 一井山 審 也 ;岩 城 英 一

d.遺 伝 子 班 岡 彦 -
e.細 胞 班 竹 中 要

森島 啓 子日向 康 苦土井 田 幸 郎篠原 正 行

(2) 動物における放射線の遺伝的影響に関する研究 (ロックフェラー財団の援助による)

a.突 然 変 異 班

嘱 乳動物 におけ る

突 然 変 異 班

C.細 胞 及 び 癌 班

竺

努

秀俊田吉

生彦
資
敏

村
渡

木
佐

…
穀

.:

:

H
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:
:
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S
E
g

e･集 団 遺 伝 班 大 島 長 造 i山 田 行 雄

(3) サルモネラ菌の免疫遺伝学 (米国国立衛生研究所の横助による)

研 究 代 表 者 研 究 員

井 祥 子
村 公 子

(10月末現在)

l 補 助 員

広 川 秀 夫 i 鈴 木 紀 子

(4) γ横の-時照射と連続照射とによる突然変異の発生率の比較
(国際原子力機構の援助による)

田 島 弥 太 郎



研 究 課 題

Ⅱ.研 究 課 題

題 研究室
1.動物の遺伝ならびに細胞学的研究

蚕の遺伝学的研究

〟
.昆山新の食性転換に関する研究

ネズ ミの系統繁殖に関する研究

ネズ ミの 2,3異常形質発現機構の研究

形質第 1

喧癌の細j包遺伝学的ならびに生化学的研究 細胞第 1

実験動物における量的形質の遺伝 応用第 1

ニワトリにおける経済形質の遺伝 〝

乳牛における主要形質の統計遺伝 〝

ニワトリの血液型に関する研究 〝

吉田
森脇
栗田

吉田
森脇
俣野
栗田

秀
郎
則

秀
郎
計
則

俊
和
義

俊
和
書
義

山田 行雄

傍 題 雲慧

山田 行雄

抜 管名行雄

2'讐 冨警 票差芸這誓 言琵琶芸の研究 生理第 2 r木 原 均

パソコムギの起原に関する研究

根物の左右性の遺伝学的研究

コムギ近縁榎の細胞遺伝学的研究

基本染色体数の諸問題

アサガオの遺伝子分析

染井吉野の起原

性の決定と分化

細胞の異常分裂誘起ならびに生長抑制

稲の雑麓不稔性の遺伝学的基礎

変異第 2

細胞第 2

細胞第 2
〝

)応用第 3

(歪晶 一読

木 原 均
F.A.リリエ

ン/フ ェ′レ ト

松村 清二
板拝 光也
勝屋 敬三
馬淵 智生
竹 中 要
米田 芳秋
土井田幸郎
篠原 正行

竹 中 要

上.ト･.

岡 彦 -
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瓜類の苦味成分の遺伝

桂子なし西瓜の改良

柑橘類の遺伝育種学的研究

甜菜の細胞 ･遺伝学的研究

*六倍性 コムギのモノソミック分析

*酵母菌の細胞学的研究

3.集団遺伝学的研究

集団遺伝学の理論的研究

ショウジョウバエの殺虫剤抵抗性の研究

選抜に対する集冊の反応

*自然集団の遺伝的変異性の分析的研究

*過剰分離比に関する集団遺伝学的研究

*キイロショウジョウバエにおけるへテローシスの研究

育穫法の基礎理論

遺伝子型間の耗争

ショウジョウバエにおける移住力の研究

*憤母遺伝の統計遺伝学的研究

4.人為突然変異に関する研究

γ線の一時照射と連続照射 とによる突然変異の発生率
の比較 (InternationalAtomicEnergyAgencyの研
究費による)

ショウジョウバェの核酸合成に対するⅩ線の影響

キイロショウジョウバエにおける放射線誘発ポ リジ-
ソ突然変異率の推定

*γ線長期照射による劣性致死突然変異率

一粒 コムギの放射線遺伝学,とくに各校放射線による
比較研究

放射線突然変異体の生理生化学的研究

倍数性による放射線の影響の77･A･異

有用突然変異の誘発 とその利用

応用第 2

〝
〟

変異第 2

生理第 2

指 も 和奇

〟
古里 和夫

松村 清二

常脇恒一郎

細胞第 2 !米田 芳秋

生理第 1 ･大島 長造

応用第 1 :儲 宴賢

生理第 1
〟

応用第 1
変異第 1 1'I.･_

長造
俊 文
行雄
I-･F･Ll■:

人類第 1 平泉雄一郎

応用第 2 ･摺 芸

‥･L
叶
.･p;･

酒
井
成

′-
1

-

一
也

一
也
隆

寛
審

寛
解

･ -ll.･ -I-･

〝 ;酒井 寛一

.･ 王 .

生理第 1 ･ 平 俊 文

原 努
川 清
松 晋

松村
藤井
馬淵
近藤

藤井
二
朗
生
平
朗

鞘
大
智
京
大

勝星 敬三
外1名
松村 清二
根津 光也

⊆ 震謂 …



研 究 概 況

l

アイソトープ水溶液につけた隆子の研究

*照射条件の差異による放射線障害の解析的研究 (科研
総合研究)

*放射線突然変異機構の生物物理的考察

*突然変異のクラスター的出現機構

*60Coγ線の表面線量

5.生理遺伝ならびに遺伝生化学的研究

ショウジョウバェの限色素形成に関する生理遺伝学的

研究

*放射線による性比の変動

*雄性不稔とそれに関連する諸問題 (科研総合研究)

プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究

蚕の致死遺伝子作用の発生遺伝学的ならびに遺伝生化

学的研究

蚕における tyrOSinaseの活性化機構 の遺伝生化学的
研究

Pseudoallelism に関する研究

臓器組織特異性蛋白の遺伝生化学的研究

動物の細胞分裂物質に関する研究

*筋蛋白質の生合成機構に関する研究 (各個研究)

花色の遺伝生化学的研究

6.微生物の遺伝学的研究

細菌およびウイルスの遺伝に関する研究

電子原微鏡による生物突然変異体の分子細/rfEE学的研究

サルモネラ菌の免疫遺伝学 (米国国立衛生研究所の研
究費による)

7.人類の遺伝に関する研究

近親結婚調査による日本人の遺伝学的研究 (科研総合
研究)

*人類の集団遺伝学的分析

8.協同研究

A.栽培稲の起原に関する研究
(ロックフエラー財団の研究費による)

イネ栽培任と野生榎の系統維持と形質の調査

イネの 日長性の研究

芸芸芸23 !芸票 喜≡
〝 .藤井 太朗

l

〝 〝

･ .rL

l

1

2

第

第

第

理

異

理

生

変

生

生化学第1

平

土

木
外

名

{

--

俊 文

清

均

川

原
帽

和 三郎
枇 Lj 文吾

生化学第 1 ･ 坂 口 文 吉

生化学第3rは 腎 葉警

〝 小川 恕人〝 小川 恕人

l

" i 飯野 徹雄

l

人析第 1 平泉雄一郎

生理第2 ;t至umTl一芸≡

〝
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イネの解剖学的研究

野生稲の集団遺伝学的研究

イネの種の統計学的分析

野生および栽培稲系統間の類縁関係

イネ属の細胞学的研究

生理第 2

応用第 2

3蘇用応

片

酒
井
成

′-1

l.

山

井
山
派

夫

一
也
隆

忠

寛

審

一子

一書

彦啓
彦康

島

向

岡森
岡
日

′-一It
/lL

∃ 細胞第 2 昭 藍 書芸

*野生および栽朋 のイモチ病感受性 】 変異第 2 ! 勝星 敬三

B.動物における放射綾の遺伝的影響に関する研究
(ロックフエラー財団の研究費による)

蛋の放射線誘発突然変異率,生殖細胞の放射線感受性
放射線誘発突然変異の適応度についての研究

マウスの特定遺伝子座の人為突然変異率

放射線感受性の細胞遺伝学的な らびに生理学的研究

量的形質の倍加線造

形質第 1

日
日

第

m1.]
餐

日日
第脂細

::I .i

遺伝物質におよはす作用機構

9.有用生物の系統保存

ムギ類とその近縁種

花井,その他

シ ョウジョウバェ

カ イ コ

え ズ ミ

*本革覧新たに研究を開始したものを示す

生化学第 3
生化学第 1

生理第 2
変異第 2

細胞第 2
応用第 2

生理第 1

形質第 1
生化学第 2

細胞第 1

郎
治
彦

太
美
敏

弥
書

名

島
九
度
1

田
鬼
佐
外

一･･-

1

秀
郎
計
彦
則
郎

俊
和
書
和
義

一点

田
協
粁
海
田
橋

吉
森
俣
内
T#
高

山
北

大
北

辻
餌
名
山
斎
巾

{

′.ノ､.し

′_

r
t

田
1-
島

〃
田
野
和
口
藤
井

原

作

弥

儲

鮮

儲

旦

雄
修

造
腸

雄
雄
郎
吉
男
斌

行

長

光
徹
三
文
和

安
夫

造
文

部
雄

秀
則

和

長
安

は
光

俊
義
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Ⅳ.研 究 の 概 況

A. 形 質 遺 伝 部

形質遺伝郡では,生物のいろいろな性質について,その遺伝様式を明らかにするために

研二充を行なっている.

第 1研究室 (田島)では,もっぱら,わが国独自の材料である蚕を使って,遺伝子分析

を進め,蚕の染色体地図を完成することや,蚕の同一染色体上に作用の薪似した遺伝子が

集中して存在する傾向がどのようなしくみででてきたかを明らかにするため,国内の多数

の家蚕遺伝学者の協力を得て研究を進めている.

最近,生物の遺伝質にお上ばす放射線の影響が特に注 目されているが,蚕は一時に多数

の個体をしらべることができることと,他の実験材料では調べ られないような都合のよい

性質を利用して,自然突然変異率,放射線誘発突然変異率,放射線の急照射と緩照射での

誘発突然変異率のちがい,および生殖細胞の発育時期による誘発突然変異率の著 しいちが

いの原田などについて研究している.さらに放射線によってえられた蚕の食性に関する突

然変異体を材料として,蚕が好んで桑だけを食べるとい う食性がかわるしくみを研究し,

家蚕蛾科と天蚕蛾科昆虫の食性進化の問題をも明らかにしようと努力している.

第 2研究室の主な課題は,集団遺伝学の基在をなしている数理の研究である.遺伝子頻

度の変化に関する確率過程の問題を解くことを中心に,自然淘汰による集団適 応 度 の 変

化,遺伝子系安定の条件,量ヨ勺形質に関する遺伝的変異の保たれるしくみなどについても

研究をつづけてきたが,最近では進化の問冠に主力をそそいでいる･それ以外に突然変異

が集団に保たれるしくみ,近親婚の遺伝的影響,放射線による遺伝的障害などについても

理論的研究が進められている.

第 1研究室 (田島) 放射線による遺伝的障害の問題について蚕を材料として次 の よ う

な研究を行った･

1) 放射線を急照射 した場合と緩照射した場合とにおける突然変異発生率の比較 (田島

･近藤 ･佐渡 ･町田): この問題はいま全世界の遺伝学者の関心のまとになっている･蚕

の卵色の突然変異を利用すると,大量の個体について比較的簡単に突然変異を検出できる

ので,この研究を進め次のようないちじるしい事実を明らかにすることができた･

照化当日の精原細胞や卵原細胞の照射ではすでにネズ ミやショウジョウバェで報告され

たと同様に急照射の方が生ずる突然変異率が高い (第 I塾)が,3令期の精原細胞や卵原

細胞の照射ではこの傾向が全く運転し,緩照射の方が急照射より明らかに突然変異率が高

くなる (第Ⅱ塾).この中間期で中間の値を示し両者の差が明らかでない.

これは蚕ではじめて明らかにされた著しい事実で,ネズ ミやショウジョウバエでも注意

すれば同様な事実が見出されるものと思われる.この原因は精 (那)原細胞に少なくも2
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期あって進んだ Stageの細胞が急照射の場合だけ殺されてしまうためであろうと考えら

れる.

2) 生殖細胞発達の時期により放射線を受けた個体の子孫の適応度にどのような差が生

ずるか (田島 ･鬼九): 放射線誘発突然変異が子孫の適応度にどのような影響をおよはす

かについて研究した.すなわち雌 (あるいは雄)の生殖細胞について誘発突然変異率が高

低両極端を示す時期にそれぞれ同一線量のγ線あるいはⅩ線を照射し,無照射の相手との

間に Flを作 り,これらの区について僻化率,生存率,性比,生殖力などを調査した.そ

の結果,同じ線丑の照射でも照射された生殖細胞の時期によって影響が著しく異なり,完

成卵期の照射では時化率,生存率,性比などの低下が著しいこと,これと突然変異の発生

率との問には明らかに平行開床が認められることを知った.なお,注意すべきことは性比

の変動が伴性致死効果よりも性染色体以外の座位における突然変異効果によるものと思わ

れる成黄を得た点である･この事実は人類における放射線障害度を性比の変動によって推

定 しようとする場合に充分注意しなければならない点である.

3) 蚕の集団に保有される劣性致死遺伝子数およびその自然変異率 (田島 ･小林): i/Ll

代連続して放射線照射を受けるような場合の放射線の遺伝的影響を調べるには突然変異の

集積量を正確に測定できる方法を適用しなければならない.この目的に添 う方法として蚕

の旺子期に致死作用を発現する致死突然変異を測定する方法をえらんだ.現在,ひろく実

用に供されている支 115号を材料にして,まず材料品位中に保有されている致死遺伝子の

全数を測定した.その結果,この品榎には1配偶子当た り平均0.15026個の劣性征子期致

死遺伝子が含まれていることが判った.次にこの品種中か ら致死遺伝子を含まない系統を

抽出し,この系統に2代間にどれだけ自然突然変異によってこのような致死突然変異が発

生するかを調べた.その結果に よ る と, 自然突然変異率は配偶子 1個当た り,1代間に

0.00405であることが判 り,Meanpersistenceを計算すると 37･1代となった･

4) 放射線による雄不妊現象の細胞学的解明 (yli渡): 精巣が放射線照射を受けるとい

ちじるしい不妊が起るがこの原因には少なくとも2超ある･その一つは第二次精原細月包が

放射線に著しく感受的で,死滅してしまうためである.ネズ ミや人類の不妊は一応これで

説明されているが,蚕の5令初期に放射線照射を受けた場合に見られる極端な不妊現象は

これでは説明できない.この原因について研究を進めた結果,これは第 1精母糾伯の遅い

前期 (線量が高 くなると早い前期まで含まれる)にもう一度放射線感受性の高い時期があ

り,この細胞が減数分裂後緩慢な退化過程をたどって死滅 したり,形態的異常の精子や機

能不全の精子を作るためであることが判った.

蚕そのものに関する研究としては,蚕が何故に桑だけを食物として選択するに至ったか

の点を明らかにしようとして Ⅹ線で誘発した 食性異常突然変異蚕 (Np)を材料に 田島 ･

町田が研究を進めた.本年度は小股,掛 こ小額層状体に存在する6本の感覚毛について,

食性異常と感覚毛の形態的異常度との関係を調べた.小頗層状体に存在す る感 覚毛 には

Sensilatricodeum2(a,b),S.Chaeticum 1,S.styloconicum 3の6本がある.正常蚕

では異常を認めないが,Np蚕では S.chaeticum において最も高い壊変 (平均 57.8%)
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の異常個体が見られた.S.tricodeum にも僅かながら異常が見られたが,bの方が aよ

りも異常の出現率が高かった.化学的感覚を司ると思われ る S.styloconicum には異常

が全く見出されなかった.この点については今後の研究にまたねはならない.次に Npの

連関については昨年第 11連関群に属する こ と を示したが,今年度は Bu との関係を調

べ,両者共通の欠失部を含むことを確かめた.

第 2研究室 (木村) 昨年に引つづき適応的遷化の過程におけ る遺伝的情報蓄積の問題

を追究し,その成果の一郡を6月に東京で行なわれた国際統計協会第 32回総会において

発表した.さらに詳しい報告は近 く GeneticalResearch誌に掲収されることになってい

る.

また,集団遺伝学全般にわたる基礎理論を著書としてまとめ,培風餅より ｢集団遺伝学

概論｣と適して発表したが,これはわが国におけるこの分野の著書として最初のものであ

る.

その他,前年度からの引継ぎとして,突然変異の保有機構,近親婚の遺伝的影響,放射

線による遺伝的障害などについても研究を行なった.また過剰染色体の分布に関する理論

は本年度でほぼ完成 したのでその成果は近く九大の茅野博氏と共著で発表す る予定 であ

る.

木村は9月 19 日より30 日まで,スイス国ジュネ-ブで開かれた国連科学委員会第8

回会議に日本政府より代表代理として派遣され,主として遺伝的障害の問題を担当した.

それに続き遺伝学研究のため伊 ･英に出張し,10月下旬帰国した.

以下,主な研究成果について要約する.

1) 最適突然変異率に関する理論 (木村): これは自然突然変異率についての理論的研

究で,詳細は JournalofGenetics(1960)に発表 され (Vol.57,pp.2ト34),また第 8

回国運科学委員会での 〃BackgroundNotes対にも取上げられ,いろいろと論議の対象に

なったものである.内容は,長い期間にわたって進化をつづけてきた超においては突然変

異率は最適の水準に調整されていることを説くもので,突然変異率が高すぎれば子孫に遺

伝的障害をもったものが多く生まれ,このため種は絶滅するであろ うし,もし低すぎれば

遺伝的変異の貯えが枯渇し,環境の変化が起ってもこれに適応して行 くことができないと

い う考察にもとづくものである.数学的には

LT- (突然変異の荷重)+(置換による荷重)

を最小にするよう突然変異率と突然変異遺伝子の優性の度合を決定することにより導かれ

る.

2) 遺伝的情報の蓄帯の問題 (木村): 置換の荷重によって遺伝的情報の獲得量を表わ

す試みについては昨年の年報でも触れ,やや詳しい報告を国際統計協会第 32回総会でも

行なった･その後,各塩の生物について DNA分子の含む Guanine-Cytosineの量の平均

および分散のデータが手に入ったので,英,独,仏,露など各国語の文革の分析結果と比

較 し遺伝的情報における redundancy の問題を論 じた.詳細 j:GeneticalResearch誌

上に近 く発表されることになっている.
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3) 突然変異の荷重に対するエビスタシスの影響 (木村): 突然変異に よる荷重 (mu-

tationalload)が 1個体あたりの総突然変異率に等しいというHaldane･Mullerの法則は

良い近似でかなり広い範囲に且って成立つ便利なものである.しかし,精密な計算をして

みると,これか ら相当ずれる場合がでてくる.特に,負超優性やある瞳のエビスタシスの

存在の下では突然変異による荷重が総突然変異率より明らかに高くなることが分った.詳

細は近 く刊行される ｢放射線の遺伝的影響｣シンポジウムの記録 (遺伝学雑誌補巻,英文)

中に発表されることになっている.

4) 隣接した遺伝子座の間におけるエビスタシスの進化 (木村): 本研究は進化の様式

と遺伝子の働らき方との関連を追究する一部として行ったもので,結論として,有性繁殖

を行な う程においても互いに連関した遺伝子 (またはそれ以下の遺伝単位)の間で,連関

の度合が高いほど一般的に著しい-ビスタシスが進化の過程で発生することを予想したも

のである.得 られた結果は 10月の日本遺伝学会第 32回大会で発表した.

B.細 胞 遺 伝 都

本部の研究課題は,大きく分けて動物系と植物系となる.動物系ではネズ ミを材料とし

て癌に関する一連の細胞遺伝学的研究を課題とし,ほかに細胞学的研究を行っている.普

た.ロックフユラー財団の寄附金による ｢動物にお け る放射線の遺伝的影響に関する研

究｣の一部を担当して,癌細胞ならびに正常細胞に対する放射線の影響につき研究をして

いる.

植物系では性の決定と分化,細胞の異常分裂誘起ならびにその抑制,タバコ属租物の細

胞遺伝学的研究,各種植物の核学的および発生細胞学的研究,イース トの核学的研究,ア

サガオの細胞学的ならびに遺伝学的研究などを行っている.またロックフエラー財団の寄

附金による 〃栽培稲の起原に関する研究わの一部を分担 し,稲属の細胞発生学的,細胞学

的ならびに核学的研究を行っている.

第 1研究室 (吉田) 1) 吉田肉腫およびエール リッヒ腹水癌における二倍性お よび四

倍性細胞の組織投潤性 (吉田): 正常の吉田肉腫系統 (ラッり および二倍性のエール 1)

ッヒ腹水症 (マウス)に含まれる四倍性細胞の組織浸潤性を調べ,いずれの場合において

も四倍性細胞が二倍性細胞に比し著しい組織浸潤性を示すことを知った･

2) 二倍性エール リッヒ腹水癌の尾静脈注射による四倍性細胞の転位 (吉田): 二倍性

ェール リッヒ腹水癌をマウスの尾静脈中に注射 し,浸潤によって生じた腫寝癖を酬 包学的

に調べた.腫疾痔の大部分は四倍性細胞からなることを知 り,四倍性細胞が組織浸潤性の

強いことを実験的に証明した･

3) AKR系マウスにおける自然発生白血病の出現頻度 (栗田 ･吉田): AKR系マウ

スにおける 白血病の出現頻度を約 2カ年にわたって調査した･発 生 率 は約 78･6% (雌

82.4%,雄 73.5%).発生までの日数は平均280日で,大部分は生後 6月か ら 16月の間

に発生した.

4) 放射線による白血病の誘発実験 (東田 ･吉田): 7系統 200頭のマウスに放射線を
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照射 し,誘発白血病の発現を約 2カ年半にわた り調査 した.7系統 の うち C57BL,C58

および RF の3系統にのみ合計 11亘円の白血病を生 じ 病理組織学的観察の結果,すべて

淋巴性であることを知った.

5) 自発および誘発白血病の染出体調査 (吉田 ･栗田): 自発白血病 7系統,誘発白血

病 3系統における染色体を調査 した･自発および誘発白血病はいずれも 40個の染色体を

モー ドに持ったものが多く,染色体の形はすべて藤状で正常と区別できない･

6) マウス脱毛変異種にiJけるJ1滴 の生化学的牛対生 (森脇): 突然変異形質の発現に先

立て生化学的な変化をみつけるために,先ず脱毛変異砥 3使節についてその皮膚のフォス

フ7クーゼ,ピロフォスフ7タ-ど,7ピラー七の活性を調べたが,それらの変化は脱毛

と同時におこるらしいので,さらにより早い時期の変化を迫っている･

7) 染色体の切断頻安におよはす DNPの影響 (俣野 ･森脇 ･吉田): エール リッヒ腹

水癌を材料として放射線による染色体の切断頻度を DNPの前処理,後処理および無処理

の場合について比較研究し,染色体切断の回復は DNPにより阻止されることを知った･

8) 染色体の切断頻変におよはす sodium azideの影響 (内海 .森脇): DNP と類似

の代謝阻害物質として知 られている sodium azideを DNPの場合と同様な方法で使用し

たが,染色体の切断頻変には影響がなかった･

9) ェ-ル l)ッヒ腹水癌細胞の ATP量に対するX線及び DNP処理の相乗作用(森脇

･俣野): X線照射後 DNPの処理及び無処理の掩癌抑旧におけるATP量を.JlirJr足 し,処

理区は無処理区に載べて ATP貴が明らかに減少することを知 った.

10) Chronicradiationによる曙素研胞の放射線耐性 (吉田 ･高橋): 放射線照射によ

る腫癌細胞の耐性株を得るために,エール リyヒ癌 お よび吾田内曙に γ一視を長期照射 し

た.耐性獲得は stem-cellの selectによると結諭 した･

ll) マウスにおける新 らしい突.tjミ変〔耳 〟,iII肢多指症" の遺伝 (吉Efj･j/JUi太 ･中村*):

マウスにおける新 らしい突然変きて〃前校多指庄門は, 1個の優性遺云子 Pと2個の御堂の

抑制遺伝子 e,n が関係し,さらにその子吉現に両親の性が関茶していることを知った.

第2研究室 (竹中) 1) 性の波完 と分化に関する討究 (竹キり: 種々の雌1雄異様桔物

を用い,倍数体ナ3よび異数体をつくり,その子孫に_三言ける性の表現状態を性染色体と常染

色体との比について,また放射線処理hrd物の子孫における染色体異常と性表現との関係に

ついて研究 している.その他近縁なる雌雄異株植物と同株植物との雑榎における性表現も

研究せんと努力している.

2) 細胞分裂の誘起と抑圧に関する研究 (竹中 ･小川 ･大町 ･小田切 ･範部): 稜々の

抗菌性物質および種々の高等植物の抽出按を,ソ ラマ メ とニンニクの根端細胞に作用さ

せて,その性能を追究し,興味ある抽出渚についてはネズ ミの腹水癌細胞に作用させて,

その結果を観察している. Ej下 リン ドウ科の植物の抽出液が植物の根端細胞に対 し放射煩

似作用のあることを発見し,それを吉田肉腫に作用させたところ,被検のネズ ミに著しい

延命効果を見たので,この有効成分を追究 している.

*浜松西高等学校



14 国立遺伝学研究所年報 第 11号

3) タバコ属植物の細胞遺伝学的研究 (竹中): この研究は専売公社の委託による.メ

バコ属植物の系統関係を知るための超間交雑を行い, そ の Flの減数分裂を観察して い

る.また半数体を得るために遠縁交配,放射線照射を行って い るが,本年もまた成功 し

なかった.つぎにタバコに各榎疾病の免疫性や耐病性を導入するために 2Ⅹおよび 4Xの

N.tabacum と多数の野生程 とを交配した.この材料はまた低ニコチソタバコを育生する

こととも関係があるので,今後は後者に力を入れるつもりである.この日的で昨年までに

交配したものの Fl,F2,F3か ら若干の程子を得ている1

4) アサガオにおける多面発現機朋に関する研究 (竹中): 1958年よ りこの課題で研

究を開始し,多数の交配および使子の放射線処理を行なったが,1958年,1959年の2カ

年とも, それぞれ 3巨は 4回の台風に見舞われ, 予期の成窮をあげ得なかったが,1960

年においては莫大なる Ⅹ2のなかか ら誰某獅子咲のものを1コ体だけ得た.獅子は不稔で

あるか ら,これを稔性あるものに交配することはF朋 任であるが, 日下なんとか桂子を得た

いと努力中である.もし雑種が得 られF2 の分離に並薬獅子喋が現われれば,獅子遺伝子

の多面発現は少なくとも2遺伝子の集合であるといえる.

5) アサガオにおける雄性不稔の研究 (竹中): アサガオに.'i柳と獅子とい う不稔を示

す代表的な遺伝子がある.これ らの2遺伝子が雄性不稔な りや,あるいは雌雄とも不稔な

りや,その細胞学的および組織学的研究により,また交配実験により追究 しつ つ あ る.

1960年においては獅子の雌蕊に稔性ある品種の花粉を交配したが 1コの種子も得 られ な

かった.その反対に稔性ある晶値の雌蕊に獅子の花粉を交配 し,僅かに 3粒 の睦子 を得

た.それを播侵し2本の植物を得て,日下温室で生育中である･しかし鑑定によれは (獅

子は劣性であるが,見なれると-テロでも鑑定できる)獅子遺伝子をもたないようである.

F2において獅子が現われないならば,当然交配できていなかったとい うことになる.

6) イネ属植物の発生学的ならびに細胞学的研究 (竹中 ･土井田 ･米田 ･篠原): 土井

田はイネ属植物の旺嚢発生と旺形成の比較研究を,米田はイネ属駈物の核型分析を,篠原

はイネ属櫨物の仁の研究を行っている･

荘重形成について昨年変は5種を報告したが,1960年にはさらに 10種の発生過程を調

査 した.その結果,雌蕊,特に珠皮,決心,腫嚢について差異を認めなかった.また Sa-

tiva節内の雑伍の荘重形成を研究し,不稔性の原因を形態学的に追跡 している.

核型分析については,Sativa 節の下記5榎について研究 した.0.sativa,0.sativa

var.spontanea,0.perennis,0.glaberrima,0.stapfii.

稲には双仁型と四仁型があることが知 られているが,0.sativaを再調査した結果,間

違いなく系統によって双仁型と四仁塾とに分け られる.そ して 0.sativajaponicaにお

いても 0.sativaindicaにおいても2型が存在す る. また Sativa節に入る 0.sativa

γar.spontanea,0.perennisにおいても同様のことが見 られた.

7) イネ属檎物の核学的分類学 (館岡): イネ科各群の染色体構成と外部形態ならびに

組織との関係について 7-8年来論 じて きた.1959年 8月以後カナダ国モン トリオール

大学に滞在 し,同課題で研究を継続 している･1960年の夏はメキシコに旅行し, 日下そ
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の材料を研究中である.

8) イース トの核学的研究 (米田): 前年度に引続いて酵母核の構造を細胞学的に追究

した.酵母核の染色質は休止期では,ring状を示し,その中央に中心粒が認め られた.

これは前年度に報告した濃染粒と同じもので,Feulgen陽性である.おそろく Yuasa&

Lindegren(1959)の centrioleに相当するものであろ う.核分裂矧 こは,染色質は数ケ

にわかれて極分離する.

9) 基本染色体数の諸問題 (竹中 ･館岡 ･土井田): 土井田はタデ属植物の発生学的研

究 と細胞学的研究を続行中であるが,花粉形成過程についてはすでに報告した7型以外に

新 らしい型式はみ られなかった.染色体数についてはソバ属以外で基本染色体数 8をもつ

タデ属植物に ミヤマクエソバの存在を発見した･この種の染色体は極めて大きい.その他

イブキ トラノオとタニソバで 2n-48を算えた.

タデ属植物の系統を論ずるため,同科異属のギシギシ及びダイオウ属や,アカザ料の花

粉形成や花粉形態を調査 しはじめた･

細胞分裂の問題に関連した一連の研究をなしつつあるが,ソ/ミ,イヌタデ,オオイヌタ

デの 3位を材料として,0.01-100ppm の濃度域でジベ レリソ処理 を施 した と ころ,

0.01ppm で花粉数の増加が認 め られ た (本報第 9号では 0.1-100ppm の濃度で調べ

た).これは該試薬が細胞分裂を賦活する能力をもっていることを示すものである.

10) 遺伝学的有用花井の蒐集保存 (竹中 ･古里 ･宮沢 ･田村): サクラ ･ツバキ ･ウ

メ ･カへデ ･アサガオなどの系統を保存しているが,なお毎年新 らしい系統を加えるべ く

努力している.

C. 生 理 遺 伝 部

生理遺伝部は動物および机物の遺伝形質に対する遺伝子の発現機構を生理遺伝学的に研

究する部門である.動物部門の第 1研究室には大島部長,平軒究員がショウジョウバエの

研究を行っている.特別研究生森田敏照は2月に京都大学-,ロックフェラ-動物遺伝委

員会の協力研究員北川修は 3月末に東京都立大学-移った･植物部門の第 2研究室は木原

均所長が室長を兼務し,主としてイネとコム半の栽培種および近縁野生榎の研究を行って

いる.イネの研究には主として木原および片山忠夫 (京大大学院学生)が,コムギの研究

には木原と常脇研究員がたずさわっている･

第 1研究室 (大島) 1) ショウジョウバエの殺虫剤損抗性の軒究 (大島): キイロシ

ョウジョウバェの自然集団 (静岡県の須山と十里木,山梨県の甲府と勝沼)か ら採集 した

-エの F8の Dieldrin抵抗性および長期間突放室で飼育した多 くの野生系統の同抵抗性

を測定 した.その結果,DDT 抵抗性において見られたような巾の広い変異性を見ること

はできなかったが,台湾の台中系統は日本の諸系統,自然集団よりも非常に大きい変与利生

をもっていた. 11月3日に毎 日新聞社か ら ｢ショウジョウバエの殺虫剤抵抗性の集団遺

伝学的研究｣に対して学術奨励金が授与された.この研究は綜合研究吉川 ｢昆虫の薬剤抵
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抗性の研究｣の分担である.

2) ショウジョウバエの自然集団における有害遺伝子,牛引こ致死遺伝子の研究 (大島 ･

北川): キイロショウジョウバエの自然集団には多数の劣性の有害遺伝子が保有されてい

るが,その うちホモの状態で致死.半致死の作用をあらわす第Ⅱ染色体の遺伝子を-テロ

にもつ個体の生存力を,それ らをもたないものと比較 した.その結果 35の致死遺伝子-

テpの--の平均淘汰係数 (S)は 0.01243で,31の半致死遺伝子-テロの--の平均淘

汰係数は0.00678であった.またそれ らの有害遺伝子のなかには少数なが ら有意に117.存力

の高いものもあった.自然集間中に保有される機構を分析するために致死遺伝子を-テロ

にもつ-工か らなる実験集団をつ くって連続飼育した.その後 15代経過する間に致死遺

伝子をもつ個体の頻宴の変化を調べた.その結果,調査した7集｢調の うち非常に冨頻安に

保有する集団があった.平均 して MukaiandBurdick(1959)の singlegenebeterosis

を示した致死遺伝子と同じ程度の減少をした.

9月初句須山,十望木集団の有害遺伝子を再び分析 したところ,致死,半致死などの有

害遺伝子の頻変は前年度とほとん ど変らなかった.なお 20余の致死遺伝子と前年に得た

致死遺伝子間で総当た り交配を行なった結果,二つの致死遺伝子が一年間自然集団中に保

有されていた ことがわかった･この研究は綜合研究,森脇 ｢自然淘汰の集団遺伝学的研

究｣の分担である･

3) ショウジョウバエのⅩ線誘発致死遺伝子の研究 (大島 ･北川): この研究はロック

フェラー財団の研究費によって行 われ た もので,その大要は昨年の年 報 に報 告 した.

Samarkand系統 (isogenic)にⅩ線を照射 して誘発 した 27の第Ⅱ染色体の致死遺伝子の

-テロ個体のもつ平均淘汰係数 (S)は 0.04636で あ った. しかし, その遺伝的背景を

heterozygousにした場合の平均淘汰係数は 0.01640となった.一方,これ ら致死遺伝子

の うち6っの致死遺伝子をそれぞれ-テロにもつ--をもって実験集団をつ くり連続飼育

し,致死遺伝子の英資が どのように減少するかをみた.その結果 10世代まではそれぞれ

の致死遺伝子の-テロ個体の淘汰孫数の小さいものほど,より多く集団中に残ることがわ

かった.それ以後の世代(10-27)になって集団の遺伝的構成が自然突然変異の蓄積によっ

てheterozygousになると,いずれの致死遺伝子の頻度も一様に減少することがみられた.

4) ショウジョウ/1-の眼色素形成とプチリジソ代謝に関する遺伝生化学的研究 (辛):

セピアプチリソ (黄色素)還元酵素をもって,これまで不明であってプテ リソ代謝経路の

一部を明らかにした.セピアプテ リン還元酵素の遺伝的支配については,-ソナ座位にお

ける複対立遺伝子の作用の比較か ら明らかにすることができた.なお最近,この座位に新

らしい突然変異遺伝子が見出されて,その作用機構を追究している.一方, ドロソプチ リ

ソ (赤色素)の結晶を得ることができたので,その構造決定を行っている.

5) ショウジョウバェの核酸代謝の研究 (辛): ショウジョウバエの変態期にみられる

染色体の状態変化に関して,その形態と生化学的構成成分の関連性の研究のうち,核酸代

謝に関して遊離 ヌクL,オチ ドの L/ベルの変化を比較検討した.さらに放射線の影響につい

ても調べた･綜合研究,本城 ｢柵鞄における放射線作用機構の生理生化学的研究｣の分担
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である.

第2研究室 (木原) 1) イネの栽培 ･野生種の系統維持と形質の調査 (木原 ･片山):

各地より採集されたイネの系統維持を行なうとともに,諸形質の調査が継続されている.

2) SUMP法によるイネ属の分析 (木原 ･片山): 昨年はイネ属各榎の頴の表 面構造

を SUMP法によって観察したが,本年はさらに葉の表 ･裏面の構造を研究した.この結

果,葉の表面贋造もそれぞれの種によって異なり,分類の一つの決め手となることが明ら

かになった.

3) イネのゲノム分析 (木原 ･片山 ･根津): 松村研究室の協力も待て,イネ属 17伍

の間の交雑試験とゲノム分析を行った.交雑の結果,Sativa節以外の5種からは Fl植

物が全く得 られなか ったが,Sativa節にJ扇する 12位の間に比較的交雑の容易な 3つの

秤,すなわち,sativa群 (Oryzasaliva,0.salivaf.sponlanea,0･perennis),gla･

berrima群 (0.glaberrima,0.stapjii,0.breviligulata),1atifolia群 (0.latifolia.

0.aua)のあることが確認された.Fl植物の細胞学的観察により0.stapjliと 0.alta

のゲノム構成が確定 し,0.auStraliensisのゲノムについても新 らしい知見が得 られた.

他の6位については盛永らのゲノム式を確認した.

4) イネ属各種の日長性の研究 (片山): 本年度は日長性と原産地の緯度との関係およ

び弱光がイネに光として感じとられるかを調査した.この結果,同一榎では高緯度産のも

のほど少ない回数の短 日処理に反応すること,同緯度産のものでは OryzaperenniS,0･

salivaf.Spontanea,0.glaberrima,0.sativaの順に感受性が弱いこと,暗反応後に

与えられる弱光には各系統とも敏感に反応するが,明反応のあとの弱光に対する反応の仕

方は系統によって異なることなどがわかった.

5) 浮柳生の研究 (木原 ･片山 ･常脇): イネ伝がこ属する3程の浮相性の系統を用い,

増水に対する反応を調べた.その結果増水のさいの浮稲の伸長は節数の増加と平均節問長

の増大の両方に同程度依存することが明らかになった.

6) コムギにおける核置換の研究 (木原): 細胞質の遺伝的影響を探究す るため Tri-

1icum durum,T.dicoccum の核を T.timopheeviの細胞質に T.vulgare,T.spelta.

T.compactum,T.durum の核を AegilopSCaudataの細胞質に置換 してい る.前者

の場合には核置換系統は純粋種とほとんど変らないが,後者の場合には幾つかの遺伝的変

化が現われる.さらに同じ Aegilopsの細胞質に対する反応の仕方も置換される核によっ

て異なる.これらのことか ら植物の関係に応じて細胞質も分化してお り,核と細胞質は鍵

と鍵穴の関係にあると思われる.

7) コムギの雄性不稔の遺伝学的研究 (木原): 前報において核置換により Triticum

vulgareの雄性不稔系統が得 られたこと,および T.Compactum がこの細胞質に起因す

る雄性不稔の回復因子を持っていることを報告した. T.vulgareの雄性不稔系統の連続

庚交雑により,年々徐々ながら花粉稔性が向上してきている.これが花粉によって持ち込

まれる T.vulgareの細胞質の蓄帝によるのかどうか,さらにまた花粉稔性が連続庚交雑

によりどこまで回復するかを今後追究するつもりである.
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8) 普通系コムギの致死性の遺伝子分析 (常脇): 普通系の栽培コムギの雑種に広 く見

られる致死性は,第Ⅴ染色体にのっている Lel遺伝子と第 ⅩIII染色体にのっている Le2

遺伝子の相補作用によることを前売で報告したが,普通系コムギに第三の致死遺伝子のあ

ることがわかった･この遺伝子を分析するため ChineseSpringのモノソミックス 21系

統に Triticum nachaを交配し,その Fl植物の致死性を観察した.この結果,第三の

致死因子は AegilopSSquarrOSaか ら由来 した第 ⅩⅤⅠ染色体にあることがわかった. 上

述の3つの補足致死因子の間に同一起原性 (homoeology)のないことが注 目される.

9) 合成 コムギのモノソミック分析 (常脇): 普通系コムギとその祖先である二粒系コ

ムギ,タルホコムギに存在する相同ゲノムの機能を比較する研究の一環として,合成 6倍

体 コムギのモノソミック分析を行っている.現在までのところ,普通系コムギとその祖先

型の程に,播性,嬢性,有毒性,有芭性を支配する同じ遺伝子の存在することが確かめ ら

れた.

10) 笑気ガス処理による倍数体の育成 (木原 ･常脇): 受精直後の笑気ガス処理 に よ

り倍数体の得 られることは,すでに Ostergrenなどによって報告されている. この方法

を二粒系コムギに用いたところ最高 98% の倍数体 (異数体を含む)を得るこ とが で き

た.現在は催芽種子におよはす笑気ガスの効果を追究している.

D.生 化 学遺伝部

第 1研究室 (名和) 1) 家蚕のプテ リジン代謝に関する遺伝生化学的研究 (辻田 ･名

和): 黄体色蚕および黄色致死蚕に含まれる黄色色素は従来家蚕ではキサソ トプチリンB

と呼ばれ,その構造式が明らかでなかったが,相当量の請体色蚕 (len/leml)の皮膚より

この色素を熱湯で抽出し,ペ-/く-クロマ トグラフお よび カ ラムクロマ トを用いて精製

し,色素の純晶について分析された結果これはショウジョウバェにおけるセピアプテ リン

と同一の2ア ミノ-4-イ ドロオキシー7.8ジ-イ ドp-6ラクチルプテリジソであ る こと

が決定された.この黄色色素は次の反応過程を経てイソキサソ トプテ 1)ソとなることが明

らかとなった .

黄色色素十テ トラ-イ ドロブチ リソ-AHP-イソキサソトプテリソ
Ie肌
Ien乙

黄色色素をテ トラ-イ ドロブテリソに変化する段階に働 く酵素プテリソ ･レダクターゼ

について詳しい実験が行なわれた･すなわち正常蚕 (+/+,+/len,+/leml),黄体色蚕

(len/len,len/lent)および黄色致死蚕 (leml/leml)を材料として幼虫期, 婦期および

成虫期の各時期における種々の細粒の酵素活性を調べ,さらに正常蚕と黄体色蚕との正逆

交雑においては酵素活性の母体影響のあることが確かめ られた.蚕体内における黄色色素

は葉酸と殆んど同様の働きをもつことが推定されるので,今後はこれを中心として黄色致

死の生化学的機構および黄色致死の母親遺伝の理論を究明するための実験を行 うつもりで

いる.

2) タバコより発散するアルカロイ ドおよびアルカロイ ドと蚕との関係についての研究
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(辻田): メ/{コに含まれるアルカロイ ドが葉面より発散して養蚕にお よはす被害を防除

す るには どの ような方策をとるべきか･この日的に対する基礎的資料をえるため次のよ

うな実験がなされた.この研究は専売公社の受託研究費により続けられてい るものであ

る.i)メ/:コの葉に含有されるアルカロイ ドの葉面よりの発散状態がタバコの品位 によ

りどのようにちが うかを見 るた め,Brightyellow (非紅葉系),Brightyellow (紅葉

罪)水戸 3号,メ-レイ21号,Nicotianaglulinosa,N･glaucaの6品覆あるいは変種

を用いて実験が行われた. ii)ニコチン,ノルニコチソおよびアナバシソなどの種々の稀

薄濃度の溶液の一定量を桑葉に塗布して蚕児に与え,その肴性の程度が比較された･その

結果 3者のうちニコチソが蚕児に最も毒性が強いことがわかった･iii)タバコによる汚毒

桑葉を飼料として用いうるようにするため,これを教程のニコチン解毒剤,培抗剤,疫撃

抑圧剤などの溶液で処理してその効果を明らかにする実験が行われた.

3) ショウジョウバエ (Drosophilawillistoni)の SeX-ratiocondition に関する研究

(坂口): この研究は Yale大学の Poulson教授の研究室で行われているものである.

D.Willistoniの SeX-ratio系統の卵細胞質を通 じて子孫に伝えられるagentは species

specifiCでなく,D.melanogaster あるいは,D.nebulosaにうつ し うる こ と, この

agentは時として sex-ratioconditionの雌の体液中に高濃度に現われるので,これにつ

いて程々の実験を行った結果,さきに考えられたようなウイルス様のものではなく,顕微

鏡下に観察しうる小額粒状ないし糸状を塁し,後者は Giemsa染色,Gram 染色陰性,ペ

ニシリソ感受性などの諸点において小さな螺旋菌に似た性状を示す.このような例は未だ

報告のない新 らしい例であ り,agent自体の遺伝,hostとの関連における遺伝および進

化の面などより興味深いものがある.

第 2研究室 (小川): 1) 臓器組織特異性蛋白の遺伝生化学的研究 (小川): 発生初期

ならびに再生時における臓器組織の分化機構に関する問題について筋蛋白質を中心に研究

している.X線照射,温度変化,化学薬品投与などによる影響から,アクチンとミオシン

の生合成に関する相関性について検討が加えられた.最近筋分化に関するⅩ線感受性の2

つの要因を見出し,この因子についての調査に主力が向けられ て い る.本研究は科研費

(各個)により進められている.

2) 動物の細胞分裂物質に関する研究 (小JEI): 細胞の分裂増殖に関与する細胞内の諸

田子について発生初期涯,再生組織,癌細胞を材料とし,総合的な立場から分化機構に関

する研究と密接な連絡を保ちながら努力している.

3) 植物苦味性配糖体の化学とその応用 (小川): この研究室において分離され,その

化学的ならびに遺伝生化学的研究が行われてきた コロシソトウリの苦味配糖体 CitbittoI

A について本年は主に味覚試験試薬としての実用的価値の評価に関す る資料 をえ るた

め,全国高校教諭の協力をえ,20地区,延べ1万余名を対象とした味覚調査 を PTC と

併用して行った.

4) 花色変異の遺伝生化学的研究 (遠藤): 花色変異についての生化学的ならびに遺伝

生化学的立場よりする研究が続けられている. i)花色変異の機構.アン トシアニンの生
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体内における存在様式を明らかにす るた め,約 30数桂の植物において水抽出液の安定

度,吸収スペクT/レの調査,色素の定性などの検討が行われ た.そ の結果,花色ならび

にアントシアニンの如何を問わず,水抽出液の安定度によって花色は2つに大別され,さ

らに青紫色花は Co-pigment説ならびにメタルアソトシアニン説 に よって説明困難な第

3のグルーブの存在-が予想されてお り, しかもその数は相当数見出されている.ii)7ソ

トシアニンの生産を支配する遺伝子系, トレニアの紫色花および淡紫色花はいずれも同じ

3位のアソトシアニソ (マルビジソ,ペチュジンおよびデルフイニジン)を有する.白色

花との交配か ら淡紫色花には劣性の抑制遺伝子の存在が予想されている.この3位のアン

トシアニソは常に1つのグループとして行動するため,これを交配する遺伝子の複合性を

分析中である.

第 3研究室 (辻田) サルモネラ菌の免疫遺伝学的研究 (飯野 ･広川 ･佐々木): 昨年

に引き続き米国の NationalInstituteofHealthよりの研究費補助をうけて行われた.

飯野研究員は京都大学ウイルス研究所の春名一郎氏の協力により,サルモネラ菌を音波

振潰して細胞表面物質を分離 し,これに酸処理および DEAE-セルローズによるクロマ ト

分割を行って,鞭毛抗原蛋白質を分離する方法を確立した.現在同方法を利用することに

より鞭毛形成力を失った突然変異株のなかに全く鞭毛蛋白質と相同な蛋白質を合成しない

ものと血清学的に相同蛋白質を合成し,その一部を細胞外に放出する株のあることを明ら

かにした.一方鞭毛形態が,鞭毛蛋白質の一次的な codeを担なうシス トロン,Hlまた

は H2,内の特定位置の突然変異によって起ることを利用し鞭毛型を選択形質として用い

ることによって H2 内の部分抗原特異性の組み換え塾を得ることに成功した.

佐々木研究員は鞭毛を有する細菌に特異的に親和性を有す る chiphageの増殖機構を

各榎のH型菌について比較検討した.ファージに対する抵抗菌はファージ作用下における

細菌の運動性の有無により以下の3群に分れる.運動性も鞭毛抗原も認められないもの,

運動性はないが,鞭毛抗原を有するもの,運動性を有するもの.後者に属する1.5相の菌

を見出し,またこれらの抵抗菌に対するファージの宿主域変異株をえた.

広川研究員は本年7月にこの研究に参加,大腸菌およびサルモネラ菌の高頻度接合株を

用い,鞭毛合成に関する遺伝子群の連関分析および腸内細菌群におけるこれら遺伝子群の

相同性の比較分析を行っている･

E. 応 用 遺 伝 部

応用遺伝部では,農作物や家畜など,有用な動組物の育種に関係のあるいろいろの基礎

研究を行っている.郡は3研究室に分かれ,第 1研究室は動物育榎の,第 2研究室は育唾

方法の,第 3研究室は植物育瞳の,それぞれ基礎的研究をしているが,本年度の概要を述

べると次のようである.

第 1研究室 (山田): 1) ショウジョウバェの量的形質における突然変異率の推定 (山

田): 放射線が量的遺伝子の突然変異に及ぼす効果をキイロショウジョウバェの剛毛数を

使って研究した.それによると一定限界内では照射草に比例して遺伝分散は増大する.シ
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ヨウジョウバ-の自然集団に含まれている程度の遺伝変異を放射線に よって isogenicな

系統から新 らしく作 り出そ うとすると,毎代 100rづつ照射 して もなお数百代を要する

と考えられる.放射線誘発突然変異率は,微働遺伝子では,主働遺伝子よりもはるかに高

いことが推定された.

2) 乳牛の泌乳形質に関する統計遺伝学的研究 (山田): この研究は,わが国の乳牛のI

能力を改良する基礎蒼料を得るために行われている.高等登銀牛の性能調査書をもととし

て,母娘回帰により遺伝力と遺伝相関を推定した.産乳量,脂肪率,脂肪義の遺伝力はそ

れぞれ 0.43,0.40,0.53であ り, 形質間の遺伝相関は, 乳量～脂肪率で 0.14,乳量～

脂肪量で 0.91,脂肪率～脂肪量で 0.27であった･

3) ニワトリの多価免疫抗体による親子鑑定 (光本 ･山田): 多価免疫抗体によって簡

単に親子鑑定を行 う可能性を知るためにニワトリを用い,研究を行った.それによると,

多価免疫抗体による方法は極めて精度が高 く,ニワトリの血統整理に利用できることが明

らかになった.

4) ニワトリの帰化率に及ぼす雑種強勢の効果の分析的研究 (河原): 白色 レグホンと

横斑プリマス ロックの,同一母鶏か らの純粋種と Fl雑種を用い,腫死亡率を発生段階

(初期,中期,後期)に分けてしらべ た･Flの旺死亡率は低いが,特に発生後期に置著

であった.これは腰の卵殻を破る力の差によると考え られる･

5) ニワトリの産卵数に対する正逆交雑の差異 (河原): 白色 レグホン榎 と横盟プリマ

スロック,名古屋,ロー ドアイランドレッド各晶榎 との間に正逆交配をつ くり,産卵数の

比較を行った.横斑プリマスロック種は,それを父親にした方が産卵力が高いが,他の2

兼用種では,白色 レグホンを父親にした方がす ぐれていた･すなわち,品種により,2麓

の型があると考えられた.その遺伝的機構は,今後の研究にまたねはならぬ.

6) ニワトリの性成熟 日令の遺伝学的研究 (河原): 白色 レグホン種 と横斑プリマスロ

ック,名古星,ロー ドアイランドレッド各品種との Flおよび親品位を用いて,性成熟 日

令をしらべたところ,Flはすべて両親平均よりも少な く,好主著な新種強勢が見 られ た.

雑種では白色 レグホンを父親にしたものが掛 こ早熟であ り,すなわち伴性遺伝が考え られ

る.性成熟 日令の遺伝力は,0.35ないし 0.76,平均 0.51であった.分散分析か らは,

伴性遺伝効果が認め られなかったが,これは非相加的遺伝子効果によって相殺されている

と思われた･

第 2研究室 (酒井) 1)栽培イネと野生イネにおける幼苗の生育速度 (井山 ･酒井):

栽培イネ2種 19品種,野生イネ2瞳 16系統について幼苗の生育速度を比較した.一般

に野生イネは,栽培イネに比し生育が遅いことが判った.しか し,いずれの種でも超内変

異は署しかった.

2) 栽培 ･野生両建イネの種子に関する統計遺伝学的研究 (酒井 ･井山): アフリカの

栽培イネ5集団･ア71)カお羊びビルマの野生イネ2穐 19集団について,榎子の大きさ

の統計遺伝学的研究を行った.それによると,同地等の野生集団も,インドやセイロンの

野生イネ集団と同様,大きい遺伝変異を含み,穐子の長さと巾の問の遺伝相関も,集団に
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より変異を示すことを見出した.

3) 栽培 ･野生両種イネの開花結実に関する比較研究 (成漸): 野生イネは栽培イネに

比べて開頴時間が長かった.栽培イネの品種間,または野生イネの系統間には大きい変異

はみとめ られなかった.開頴の角度をしらべたが,これには,栽培 ･野生両極間で,みと

め られるような差はなかった.受精後の種子の全重量および乾物重量の増加をみると,野

生イネは 14ないし 20 日で充実を完了したが,栽培イネは約 35 日で充実を完了した.

野生イネの種子の充実の完了の時期は.種子が脱粒性を得る時期に当った.

4) 野生イネと栽培イネの地域的親和性 (成滞 ･酒井): インドとセイロンの各栽培イ

ネ4品種づつおよび各野生イネ2集団づつで,各系統内か らランダムにとり出した 15個

体づつの夫婦配偶によって祁瞳を作 り,Flの花粉稔性を調査した. その結果によると,

セイロソの栽培イネは,セイロソの野生イネよりも,むしろイソドの野生イネにより高い

親和性を示す傾向が見出された.この事実は,セイロンの栽培イネが,おそ らくは,イン

ドを含む他の地域か ら移入されたものであろうことを示唆するが,詳しくは今後の研究に

またねはならぬ.

5) キイロショウジョウバェの移動力に対する淘汰の影響 (成漸): 野生2集rir]につい

て,移動力研究用の集団筒を使って,移動力に関する淘汰実験を行った.21世代の問,逮

続淘汰を行い,淘汰系統について調査を行ったところ,集団によって淘汰に関する反応が

ちが うこと, 10ないし 12世代 日頃が淘汰の効果が最も高いこと,ならびに淘汰末期に

は,淘汰の効果はプラトーに達することが見出された･すなわち,キイロショウジョウバ

エの野生集団は,移動力に関して混合的であ り,移動力は遺伝的形質であることが確認さ

れた.

6) キイロショウジョウバエの Flにおける移動力の遺伝 (成漸): ショウジョウバエ

が,集団のnI力に反応して集団的に移動する Mass-migratingactivityと,-エ自体の運

動性能によって個体的に移動する Rondom-migratingactivityとについて,それぞれ高

低に固定された系統 3つづつをとって,それ らの問に Fl雑種をつ くった.上記の両移動

力に関して Fl新種をしらべたところ,一般に Mass-migratingactivityは優性形質で

あ り,時には,超優性の場合も見 られた.Random･migratingactivityは,常にFlが移

動力高 く,超優性がみとめ られ,また,傾母遺伝が見出された.

7) タバコのヒックス品種の系統間変異 (酒井 ･井山): これは,専売公社の委託研究

であって,詳しいことは別萌に述べ られている.

第 3研究室 (岡) 1) 野生イネと栽培イネとの間の自然交配集団 (岡 ･張文財): イ

ソド,タイ,台湾の各地で採集された野生イネと栽培イネの自然交配集団と恩あれる3群

か ら,個体別に採集して系統をつ くり,各種形質を調査した.その結果によると,供試集

団はいずれも,-テロ接合個体を多 く含み,種子繁殖によって,栽培型から野生型にいた

る各種変異を生 じた.このことは,栽培イネの進化に自然交配集団 (Hybridswarms)が

寄与したであろうことを示唆する (Evolution,印刷中).

2) 統計的方法による植物範の分析 (森島 ･岡): イネ4榎の多数系統を用いて,植物
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種分類に対する多変量解析の応用方法および平行変異の取扱法を研究した.因子分析法で

は種間相関の分析によっては,因子負荷量により榎を,因子得点により形質を分析できる

し,形質問相関の分析によっては,因子得′酎こより程を,因子負荷量により形質を分析で

きるが,いずれも結果はほぼ同じになること,また主要成分分析法と,その近似解因子分

析法の結果もよく一致するか ら,実用的には,計算の簡便な後者で充分なことがわかった.

3) 野生イネの分化の方向に関する考察 (森島 ･岡 ･張文財): アジア各地の栽培イネ

および近縁野生イネを三島と台湾で栽培し,各種の形態的および生理的形質の集団間およ

び集｢司内変異をしらべた.それによると,分化の方向を perennis型-spontanea型と,

野生型一栽培型の2つに分けることがで きた･perennis型は,集団内の遺伝変異が大き

く,spontanea型は,集団間変異の大きい傾向がある.両程の繁殖様式の差異を考慮に入

れれば,perennis塾から spontanea型が分化し, また栽培という条件が,perenllis型

野生イネから栽培型-の分化を引起したものと考えられた･(Evolution,印刷中)･

4) アフリカの野生および栽培イネの変異 (森島 ･岡): 各後形質の種間および種内変

異から,野生イネの分化,野生型から栽培塾-の分化などを知ろうとして研究を行ったO

その結果,sativa群と,glaberrima群ははっきり区別できること,前者は後者よりも耐

早性が強いこと,glaberrima群でも野生型から栽培型への変異は進続的であることなどが

見出された.

5) 雑塩不稔性 か らみ た栽培イネおよび野生イネの深緑関係 (日向 ･岡): この研究

は,イネ属のAAゲノムをもった系統問の雑侵不稔性から,系統間の遺伝的塀縁関係を考

察しようとするもので,年を迫って,発展しつつあるが,まだ綜括的結論には至 らない.

F. 変 異 遺 伝 部

放射線防護の法律が強化され,137Csガンマー線照射室の罪,60Coガンマー線制御室へ

の入口の階段の廃止にともな う地下道建設,稀釈槽と排水管改修などを行った.文部省機

関研究で 187Cs4,000キュリーの追加が認められ 6,000キュリーとなり, 科学技術庁原

子力予算によりダイナコソ制定装置が購入されることになった.

第 1研究室 (動物)の菅原努室長は2月に放射線医学総合研究所に転出し,当所は併任

となり,松村清二郡長が室長を併任することになった.土川活研究員のほか7月には向井

輝美 (Ph.D)がアメリカ Purdue大学留学より帰朝し,研究員に発令された.国際原子

力機構 (IAEA)の契約による放射線突然変異率の研究 (田島形質遺伝部長主任)に4月よ

り村松晋が協力することになった.第2研究室(相物)の松村郡長のもとでは藤井太朗研究

員が8月には日本原子力研究所のアイソトープ講習会に参加した.稲研究会研究員として

餅屋敬三がお り,同じく根津光也は4月に富山県農業試験場に転出した.IAEAとの契約に

よる作物育榎の放射線利用の研究(松村部長主任)には4月より馬淵智生が協力した.第 3

研究室(放射線)は近藤宗平室長が 9月よりABCCの線量測定に非常勤で協力することに

なり,動物遺伝研究会研究員として石和浩美が4月より放射線照射と測定に当たった.
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各研究室の研究内容はつぎのとお りである.

第 1研究室 (松村) 主として放射線誘発突然変異率の研究をマ ウス とキイロショウジ

ョウバエを用いて行った.

1) HALDANE の方法により wavy と NH の両系統を用いて劣性致死突然変異率を求

める実験を行った (菅原 ･土川 ･村松)･前者の系統はロックフェラー財団援助の研'jE継

続として,また後者は IAEA との研究契約により材料としてえらばれた. しかし 研究

途上に程々な問題が生じてきたので本年度さらに他の系統 dbaを用いての実験を.絹的し

た (土川 ･村松)･

2) 特定遺伝子座の突然変異率の実験 (菅原 ･土川)は線量率を考暦して本年安J謂始し

たが,大規模な実験で現在進行途上にある･これは総合研究 ｢放射線による突然変異の誘

発と保有｣(代表者 村地)の分担である.

3) 放射線による性比の変動 (土川)について,昨年度,雄の照射により線量に比例し

て子の性比が減少する結果をえて,その機構について決定 しえなかったので,さらに詳細

な統計学的処理による検討を行った･

4) 自然集同の構造に関する放射線遺伝学的考察 (向井)は C.M.Ⅰ法で育成 された純

系のキイロショウジョウバェに対するⅩ練の影響を常染色体とⅩ染色体において,ヘテロ

の状態で調べることにより,現在,集団遺伝学で一つの大きな問題となっている自然集団

の贋造に関する2つの相対する学説,すなわち古典学説と平衡学説を検討した (放射線の

遺伝的影響のシソポジアムに発表)･

5) キイロショウジョウバェの放射線誘発突然変矧 こ関する研究(向井)は放射線の人類

に及ぼす障害を推定する根拠として,また前記の自然集団の構造を間接的に解明する手段

として生活力を支配するポリジ-ソの放射線誘発突然変異率を推定した.それによるとポ

リジーンの突然変異率が主遺伝子のそれに比して非常に高い.

6) 自殖性植物の集団遺伝学 (向井)は植物の適応度をその各構成要素にわけ,佳意の

世代における1遺伝子唾に関する各遺伝子型の頻度を適応値の構成要素の各値と世代数で

推定する一般式をえた (生研時報 11号).

第 2研究室 (松村) ムギやイネの放射線遺伝学と細胞遺伝学が主題目である.

1) 放射線障害と遺伝的影響の線量率依存性 (松村 ･藤井 ･馬淵)は総合研究 ｢照射条

件の詩興による放射線障害の解析的研究｣(代表者 松村)の分担として陸稲を用い,10r

/hr,300r/hrおよび 10kr/hrの線量率により 5-30krを照射して,発芽,芽生の伸

長,稔性などを調べた･低線量率では長期照射となるにもかかわらず,回復現象よりも貯

蔵効果が強 く影響を現わした.同様な一粒コムギの実験では逆の結果をえたものもある.

2) 照射条件のH-A;異による糖,7ミノ酸の消長 (藤井 ･小野幸夫特別研究生)も同上総

合研究の分担題目で,同上の陸稲に よ り研究され た.同じ線量率では線量による差はな

く,低線量率ではアミノ酸の蓄積がおこり,高線量率では糖の畳が多かった.

3) 一粒コムギにおける熱中性子の遺伝的影 響 (松村)は総合研究 ｢JRR-1原子炉共

同利用｣(代表者 千谷利三)の分担として研･究され,照射世代 (Ⅹ1)では昨年蜜の実験緯
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巣を繰り返えし吟味し,Ⅹ2 では遺伝子突然変異率をⅩ線や γ線のものと比較して生物学

的効果比率 (RBE)の研究を行ない,1rの効果が 109nth/cm2前後の熱中性子束の影響

に当ることを確めた.また Ⅹ2や Ⅹ3 で葉緑素突然変異のみならず穂や植物体 の新 らし

い可視突然変異を発見した.一方,棚酸前処理が熱中性子照射桂子に及ぼす影響の研究は

IAEA の契約による基礎研究の一部として行われた (松村 ･馬淵).

4) 一粒コムギにおけるγ線とβ線の遺伝的影響の比較 (松村)も IAEA の基礎研究

として行われ,昨年度の結果を確かめるとともに,新 らしく 82P,131Ⅰ水溶液に1,2日

間浸漬したものを,同時間浸水の桂子に 60Coγ線を連続照射したものと比較した.

5) 一粒コムギの葉緑素突然変異体の研究 (藤井)では Ⅹ2 お よび 以降の分離比の研

究,生育力と葉緑素回復の問題,ならびに葉緑素突然変異遺伝子の相互作用が 調 べ られ

た.また白子の人工培養による生育実験が行われた (勝星).

6) 放射線感受性の研究 (藤井)は栽培ならびに野生稲で行われた (ロックフェラー委

託研究参照).

7) 放射線による芽条変異の誘発 (松村 ･藤井 ･馬淵)はキクで白花-黄花の枝変 りな

どをえた (IAEA 研究費による).

8) タバコの放射線育櫨の研究 (松村 ･藤井)は日本専売公社の委託研究の一部で,本

年度は BrightYellow と Hicksの両品種を用い突然変異の誘発実験を行 った.また栽

培および近縁野生程の花粉にγ線照射を行い,その授粉によりそれぞれの半数体育成を計

った .

9) イネ属のゲノム分析(松村 ･根津 ･馬淵)を行 うために 28組合せの交雑に成功 し,

Oryzaaustraliensis,0.malabarensisのゲノムを決定 した (ロックフェラー委託研

究).

10) 栽梧ならびに野生桁のイモチ病菌に対する感受性の研究 (餅屋)も継続された(ロ

ックフェラー委託研究参照)･

ll) コムギの Dゲノムに対する零染色体植物とその巨態植物を用いたコムギ赤サビ病

に対する感受性の研究 (松村 ･勝範)は,それ らの間の Flと F2で遺伝子分析が行われ

た.また巨態帖物の出現する機彬を細胞学的に研究した(松村 ･右田朋子特別研究生).

12) ど- トの敵性不稔性に関する卸胞 学的研究 (松村 ･太田)は総合研究 ｢雄性不稔

性とそれに開通する諸問題｣(代表者 木原 均)の分担研究 と して,低温によるものと遺

伝的の不稔性について細胞学的観察を行った.

第 3研究室 (近藤) 1) 放射線突然変異機構の一般につ いて生物物理的考察を試みた

(近藤): 被照射生物体 1コ当たりの子孫のなかに発見される変異体のクラスター的出現

頻度の分布式を理論的に導びき,カイコでえられた実験結果を説明するのに成功 した.ム

ギなど植物種子を照射したときの突然変異率の測定値は,採取する穂の数によらないこと

も同時に示した (ロックフェラー委託研究,遺伝学雑誌 6-17(1961)).

2) 放射線照射してから突然変異が観測にかかるまでの過程について,微生物でしられ

ている数多くの資料をもとにして,4段階モデルを提案した (近藤): i)前期突然変異
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の誘発,ii)前期突然変異の変化,iii)突然変異の固定,iv)突然変異の検出.これを高

等生物の突然変異の解釈に用いた (Prog･Theor.Phys.Suppl.Biophys.印刷中).

3) ポリジーソの放射線突然変異について,つぎのようなモデルを提案した (近藤):

生物体の代謝系にある negativefeedbackのため変異体は平均値のまわ りにはは左右対

称に分散して出現し,高い突然変異率はポリジーン自体の特色でなくて,量的形質による

突然変実検出方法が,特定遺伝子座法に使われる色や形の変化による方法よりも敏感であ

るためである.モデルにもとづいて分散量と線量の間の一般式を導びいた.

4) アイソトープ溶液に塩子をつけた場合の隆子に与えられる線量 (近藤 ･石和)を,

32P溶液中のコムギについて計算し,γ線照射の場合と比較し,実験結果をだいたい説明

できることをしった (IAEA 契約研究)･r緑が入射する面の表面近 くで の吸収線量の深

度変化の理論計算を行ない,実験値と一致する結果をえた.

5) ガラス繰量計による 60Coγ線照射の場合の実測結果 (近藤 ･石和)は,投照射物

体の表面線量はγ線によるよりも,外部二次電子による寄与が圧倒的に大で,とくにアル

ミ･フィルターのない場合,当研究所のものでは内部線量より 50% 近 く高いことを示し

た.標準コバル ト裸掛 こよってビク トリーソチェンバーの読みを比較してみたら,1/ll.5

の較正を要することをしった.厳密な較正実験を計画中である.ガラス線量計の活用は大

きく,本年度の重要な照射実験には,すべて数本のガラス線量計を使用して線量の確認を

行ったので,使用延本数 400をこした.

G. 人 類 遺 伝 部

人塀の遺伝に関する研究を行 うため,本年新 らしく設置された.現在は,一部-研究室

で,木原所長が郡長事務を取 り扱っている･米国のウィスコンシン大学に留学中であった

平泉雄一郎研究員が帰国し,集団遺伝学の立場から研究を行っている.

最近,研究員6名の定数が確保された.これからFjn7次,専任教官が発令され,部の内容

が充実するのも間近である･

第 1研究室 (木原) 1) 人塀集団の統計学的遺伝分析,特に有害突然変異の蓄積につ

いて (平泉): 突然変異は一般に有害作用を伴ない,その蓄積は,集団適応億の低下をも

たらす.本研究は, このような有害因子の生ずる程壁, 害作用の総量,優劣の度合など

を,家系調査にもとづく父の年令と小供の性比の関連から推定するのが目的である.これ

と並行して,Drosophilaで同じことを実験的に調べる計画である.

2) 過剰分離比の集団遺伝学的分析,特に SD田子について (平泉): 過剰分離比の解

明は,これまで理解の困難であったい くつかの進化学上の問題に解答を与えるものと考え

られる.他の生物のみならず人間にも,この例に当たると思われる現象がある.本研究で

は,主として Drosophilamelanogaslerに見出された SD因子を用い,人工 ･自然集団

について,SD作用に対する抑制因子系の誘導,確立などの過程を追求する.
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H. 協 同 研 究

1) 栽噂稲の起原に関する研究

この研究は,ロックフェラー財団の補助金を得て,昭和32年 5月に発足した.採集(木

原),形態 ･生理 (松村),集団遺伝 (酒井),遺伝子 (岡),細胞遺伝 (竹中)の5班およ

び台湾研究室に分れているが,昭和 35年度の研究活動の概況を記すと次のようである.

採集班･. 本年は,岡研究員を中南米に派遣して,同地方のイネ野生種の採集調査を行

わしめた.また片山研究員を,同様な自助のために,フイリッピソおよびニューギニアに

派遣している.

形態 ･生理班: スソプ法によるイネ野生種の葉と頴の表面構造の研究 (木原 ･片山),

イネ各種の日長反応の地理的および生理的研究 (片山),浮きイネ性の研究 (木原 ･常脇 ･

片山),野生および栽培イネの放射線感受性の研究 (藤井),イネ属および近縁属各種植物

のイモチ病感受性の比校 (勝星)などが行われた･

集団遺伝班: 酒井 ･井山 ･成瀬の協働によって,栽培および野生イネの幼苗生育速度

の比較,各地野生イネ集団の桂子形質の変異,ならびに,栽培イネと野生イネにおける開

花結実の変異性の研究が行われた.

遺伝子班: 間 ･森島 ･日向の協働によって,イネ属各種の統計学的分類法の研究,野

生イネの分化に関する研究,野生イネと栽培イネ間の自然雑種集団の分析,ならびに,戟

培イネと野生イネの形質変身引こ関する研究が行われた.

細胞班: 本班では,栽培および野生イネ各種および種問新種における広義形成の比較

研究 (土井田),イネ各種の核型分析 (米田),イネ栽培種および野生種における核仁の変

異に関する研究 (篠原)を行ったが,その他,イネ属各種のゲノム分析 (木原 ･片山 ･限

津 ･罵淵)およびイネ属数種の-プロイ ド等の異数体の細胞遺伝学的研究 (台湾研究室の

顔)などが行われた.

台湾研究室 (台湾省立農学院): 当研究室では,胡兆肇および張文財両協力研究員が主

になって,各地から採集された穫々の野生イネ集団について,育種実験を行っている.宿

井 ･岡両研究員は,それぞれの海外旅行の途次,当研究室に立寄った.

2) 動物に及ぼす放射線の遺伝的影響についての研究

ロックフェラー財団の援助による放射線の遺伝的影響に関するhli･発は第 3年日となり,

一応年度内に研究を完結することを目標に緊張した研究が続け られた.

昭和 32年 12月 1日から開始されたこの研究は昭和 35年 11月 30日まで満 3カ年

間に 52,000 ドルの研究費援助を受けた,5研究部門の中には所期通 り研究が進行したも

のもあったが,予想外に難航した部門もあった.

所外からの協力者としては前年通 り北大理学部教授牧野佐二郎博士,京都女子大学助教

授中井斌氏 (流動研究員)の2名の参加をえた.

本研究費による3カ年間の成果の発表を兼ねて,今後における研究の問題点を検討する

ため,国内の関係方面の権威者 10名を招いて,去る 11月 7-8両日にわた り ｢放射線
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の遺伝的影響｣に関するシソポジュウムを開催 し多大の成果を得た.

この記録は遺伝学雑誌の補巻として近 く英文で刊行される予定である.

この3カ年間にこの研究費を受けて研究を実施してきた責任者および分担者は次の通 り

である.

1) 総括 所長

連絡および渉外事務 田島弥太郎

2) 突然変異 (責任者: 田島弥太郎)

佐渡敏彦,近藤宗平

3) 晴乳動物の突然変異 (責任者: 菅原 努)

土川 清

4) 細胞および癌 (責任者: 吉田俊秀)

牧野佐二郎 (協力),森脇和郎,田端俊秀,蛭海啓行,内海和彦,俣野書計

5) 生化学 (責任者: 辻田光雄)

小川恕人,名和三郎,中井 斌 (協力),飯野徹雄,斎藤和男

6) 集団遺伝学 (責任者: 大島長造)

山田行雄,木村埼生,北川 修

突然変異 (責任者: 田島弥太郎)

前年度までの研究により,蚕の発育時期と精細胞の発達時期との関係および精縮胞の発

達時期による誘発突然変異率の差異に関する基礎的研究は一応終ったので,今年度はさき

に Russellら (1958)がマウスの精原細胞で示したような突然変異率の線量率依存性がカ

イコにおいても認められるかどうかに研究の主力を注いだ.

押化当日の精 (那)原細胞の照射ではすでにマウスやショウジョウバェで報黙されたと

同様に急照射の方が生ずる突然変異率が高い (第 I型)が,2-3令初期の照射では傾向

が全 く逆で,緩照射の方が急照射より明らかに突然変異率が高 く (第Ⅱ型),この中間 の

時期では明瞭な差が認められなかった.これは蚕ではじめて明にされた著しい事実で,マ

ウスやショウジョウパェでも注意して研究すればこのような事実が見出されるものと思わ

れる.この原因は精 (那)原細胞には発育時期的に放射線感受性の異る少なくとも2種が

あり,遅い時期の細胞は急照射では殺されるが緩照射では殺されない.そのために,それ

らの混在比率によって緩急両照射による突然変異の関係が全く逆になってあらわれるもの

と考えられる.

佐渡は5令初期の精細胞照射が著しい雄不妊をまね く原因について細胞学的解明を行

い,これが第 1次精母細胞の遅い前期に対応し,これ らの細胞が精子形成の途中に退化し

あるいは形態的異常を示す精子が形成されることを確認した･また精巣内に生成される精

子乗数の量的観察により,5令初期の照射が機能的精子数の減少を来し,これが不妊の原

因であることを示した.蚕において第二次精原細胞の退化に起因する不妊性が認められな

い原因についても検討を加えた.

また近藤はカイコの成績をもとにして放射線による突然変異のクラスター的出現の理論
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を研究 した.照射した親各個体の子孫の中に突然変異体が 1個以上出現 し,しかもその出

現がポアソン分布か ら期待されるものよりはるかに大きい数としてあ らわれる こ とが あ

る.これをどう取扱 うかは突然変異率の算出に重要な問題である.導かれた理論式は実際

の蚕のデ-タとよく一致した.

嘱乳動物の突然変異 (責任者: 菅原 努)

マウスの放射線による人為突然変異率を求めるため,HALDANE の方法と特定遺伝子座

法を用いて研究を行った.HALDANE の方法では,受精直後か ら生殖に至るまでの長期間

に毎 日 0.43rずつ 3世代にわたって雌雄ともに照射した結果, 放射線による誘発劣性致

死突然変異率は全常染色体に対 して 6.8×10-3/r とな り, 予備実験での値 (4.3×1013

/r)とともにはほ期待値 3.316.6×1013/rに一致することがわかった.また特定遺伝子

座による方法では,未だ充分な頭数が得 られず結論を導 くに至 らない･

次に人炉での性比の問題に関通して,雄マウスを照射 し,その子の性比をしらべた結果

を整理 した.それによると線量の増加にともなって子の性比は明らかに減少することがわ

かったので,この機構についての考察を行った.

細胞および痛 (責任者: 吉田俊秀)

放射線による腰癌細胞染色体の切断および融着,腫癌細胞における放射線耐性および放

射線による白血病誘発の問題等が研究され次のごとき結果を得た.

1) 放射線による染色体の切断頻度は代謝肌害毒素 DNP前処理によって増大したが,

類似の代謝竃 NaN8には影響がなかった.切断頻度の上昇は,DNP処理によって切断染

色体の回復が抑制されるためと考えられた.切断端の回復には ATPが必要であるといわ

れているので,DNP処理後における ATP量を測定 した.iJiFj定の結果, DNP処理のみ

では ATP は余 り減少しないが,Ⅹ線と併用することによって著 しい減少を見た. NaN3

の場合にはこのような著明な効果はみ られなかった.

2) 放射線による腫癌細胞耐性の問題は多 くの研究者によって議論された.今回はマウ

スのエール 7)ッヒ腹水症およびラットの吉田肉腫を用いて同様な実験をなし,放射線に対

する耐性は stem-cellの selectionによると考えられた.

3) 7系統 200頭のマウスに放射線を照射し,白血病の発生を2カ年にわたって調査 し

た･7系統のうち,C57BL,C58および RFの 3系のみに合計 11頭に白血病が発生し

た･これ ら誘発白血病と自然発生白血病の染色体を比較研究し,両者には著明な,7:=罪の無

いことを知った.

北大牧野教授はバッタの精母細胞の分裂におよばすX線およびベーター線の影響につい

て研究 した.

生化学 (責任者: 辻田光雄)

放射線による突然変異の誘発機構を遺伝子複製の化学的な過程の線 で追究す る.年別こ

DNA の分子構造との関連あるいは DNA-RNA の関連において解析される実験が行われ

た .

中井は酵母 (アデニン, ウラシル, アルギニソ, イソロイシン等の生化学的突然変異
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体)および大腸菌 wp2(トリプ ト77ン要求株)を材料として,UV 照射による逆突然変

異の誘発機構を各種の物理的 (光,熱,放射線)化学的 (核酸の precursor,analogue,

inhibitorの添加)操作の効果により解析 した.その結果,i)突然変異の過程は大きく3

階程に分たれること,ii)核酸の前躯体を照射後に加えると突然変異率に変動を来すが,

この場合核酸塩基に特丹性があ り,特にアデニンは突然変異を促進するし,チ ミンは頂射

よりの回復に強 く関係すること,iii)照射直後突然変異は光と放射線に対 し感受性は高い

が,致死効果には特にこのような効果がないこと,などが判明した.

名和は 82P を用いて紫外線照射後に合成される酵母 RNA のヌクレオチ ド組成 を分析

した*.UV は A および U の割合を正常に比 し減少せしめ,相対的に Cおよび Gを増

大せ しめる.すなわち C+G/A+U の比が変化するが,A+G/C十U の比は一定である.

それで C/A 比 (照射により大となる)をもって UV による RNA 変化の指傍とする.

この UV による C/A は核酸構成分の添加により影響される.併 し無照射菌については

添加物は全 く効果がないので,UV は RNA 合成系に変化を与えると考え られ る.リボ

ヌクレオチッドで調べると照射菌は明らかに添加物をとり入れる.しかして照射後 リボヌ

クレオチ ドを添加したときプリソ同志の組合せが C/A を蔵少せ しめ うるようである.デ

ソキシリボシ ドについては A-T の組合せが効果がある.UV による RNA の組成変化

はいろいろのヌクレオチ ド組成をもった RNA の合成速度の変化と考えられるが,このよ

うな核酸成分添加の効果から見ると必 らずLもそうではない.この UV.n.e射の場合 DNA

合成はおこっていないと考えられるのに,デソキシリボシ ドの添加が RNAに影響するこ

とは興味がある.微生物の UV による突然変異発現過程に RNA が関係するかどうかは

議論の余地があるが,またこのような核酸鰐成分の添加:ま変異率をいろいろの方向に変化

せ しめることが知られていることから考えて,突然変)ri率の成鰐 を DNA→RNA の線に

て追求している.

小川は,発生初期姪の,fl.&綜組織分化におよはすⅩ線照射の影響を骨格筋蛋白質の生合ノ式

を中心としてアカ-ライモリを材料に調査した.これは,すでにその運命が決せられた発

生初期旺の諸形質の分化過程が環境条件の変化,とくに放射線瀦射によってどのような影

響をうけるかという点について,その作用機序と生体側の反応恕限変を中心に生化学的分

化の水準で調査するのを主眼としている.これ らの成童 の大 要 は Nature182,1312,

(1958);186,77,(1960);科学 31,92,(1931)に発表された.

集団遺伝学 (責任者: 大島長造)

この部門ではⅩ線照射を受けたショウジョウバェがどのような突然変異を起すか,特に

その突然変異によって生じた遺伝子が,個体の量的形質や生存力にどのような影響をもつ

か,また集団中でどのような行動をとるかを研究することを主眼とした･

前年からの引続きの実験として,Ⅹ線照射によって生じた第2染色体上の致死遺伝子の

うち6っの致死遺伝子がそれぞれ別々の実験集団中で,どのように頻度を低下してゆ くか

を調べた.6っの致死遺伝子のうち4っは,その-テロ個体のもつ生存力に対する淘汰係

書A=アデニン C=シチジン G-グ7ニン U=ウリジン T=チ ミン
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数の値が比較的に大きく,2っは反対にその値が小さくむしろ正常なものよりも生存力が

まきっていた.集団中で約30代経過する問,最初の 10代までは,さきの4っの致死遺伝子

の頻変はあとの2っの致死遺伝子の頻度よりも速かに減少することが見 られた.これは,

集団中の--のもつ遺伝的背景がまだ homozygousであったと考えられるか らで あ る･

しかし,10代以後にな り白然突然変異によって,-エのもつ遺伝的門景が beterozygousに

なるにつれて,すべての致死遺伝子の頻安はそれぞれの-テロ個体の淘汰係数とは無関係

に一様に減少する経過をたどった･

山田は,量的形質 (腹部節板および胸側板上の剛毛の数)に対するⅩ旅による突然変異

率の推定を前年に引続き研究 した･適応とは関係の うすい剛毛の数 とい う形質に対する突

然変異は,その数を増す方と照 らす方とが同じ位に起ると考え られるが,Ⅹ線照射の結果

もその平均の数には変化を生じなかった.倍加線量はいわゆる主遺伝子 (質的形質)のそ

れと同じであると推定された.また遺伝的変異の増加率によって出された突然変異率は,

rad当 り遺伝子当 り 10~5,10~6 の程度と推定された.これは主遺伝子の約 100倍に相当

するものである.

木村は突然変異による荷貢TiIの計算について次のごとく数理数論的研究を行った.すなわ

ち,突然変異が集団におよはす有害効果の大 きさをいわゆる突然変異 による荷重(muta-

tionalload)によって表わすのが便利であるが,本研究の目的はこの荷重を種々な条件の

下で求めることである.

まず 1遺伝子座について詳細な計算を常染色体遺伝子および伴性遺伝子 に対 して行 な

い,優性の度合が荷重におよはす影響を明らかにした.特に負超優性の下では遺伝的荷重

は1個体あた りの総突然変異率より大きくなることが見出された.次に,ニビスタシスが

荷重におよはす影響を任意交配を行なう半数生物の場合について調べ,ある種のエビスタ

シスの下ではやは り遺伝的荷重が総突然変異率より大きくなることをた しかめた.また2

倍休の集団で発育正常化 (developmentalhomeostasis)により突然変異の-テロにおけ

る有害効果が部分的に隠される場合についても計算を行ない,新 しい結果を得た.これ ら

はいずれも Haldane-Mullerの法則の拡張となるものである.

3) サルモネラ菌の免疫遺伝学的研究

本研究は米国国立衛生研究所より研究費E-2872の補助をえ,さる昭和 34年9月に発

足し第 2年 目をむかえた.飯野,佐々木,広川の3研究員に加えて,本年は和歌山医科大

学第二生理学教室辻繁勝氏が特別研究生として,1月より4月まで研究に参加し,また京

都大学 ウイルス研究所生化学部の春名一郎氏に非常勤研究員として協力を得た.

本年度の研究テーマおよび主な研究成果は次の通 りである.

1) H2 遺伝子内の微細鞘造分析 (飯野): 遺伝子導入によって特異抗原部分の組み換

え型を得た.これを用いて抗原部分決定因子の H2内における配列の分析を進めた.

2) chi-77-ジ感受性と鞭毛抗原との関係 (佐々木 ･辻): chi-77-ジに対する抵

抗菌として,これまで知 られている非運動性および g抗原をもつ血清型群の他に,1,2,

i.5抗原をもつ運動性血清型を見出し,その折抗性の機構を分析 した.またchi-77--)
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を用いて大腸菌とネズ ミチフス菌の間で遺伝子導入を行わせることに成功 した.

3) 抗原蛋白質の形成にあずかる遺伝子群の連関分析およびシス トロソ分柿 (飯野 ･広

川): 抗原相非特異的な鞭毛蛋白質合成遺伝子 Flaを8個のシス トロソ群に分け,その

2郡について位閏効果勾冊のあることを見出した.

4) 鞭毛抗原蛋白質の分離,精製 (飯野 ･春名): I)EAE セル ローズを用いた ク ロマ

トグラフにより鞭毛抗原と体表抗原とを分画することに成功 した.

これ らの研究を進めるための新施設として移動式免飼育室が本年 4月竣工 し,また音波

振返器がそなえ られた.

4) γ 線 の急照射 と緩照射の場合における放射練誘 発突然変異率の比較

本研究は国際原子力機構と形質遺伝郡との間に研究契約を結び,昭和 34年 12月 15

日か ら昭和 35年 12月 14日までの1年間カイコおよびネズ ミを材料として研究を進め

た.カイコについては部長田島弥太郎が責任者とな り妨性荘子期致死突然変異の総数を比

較する方法で研究を進め,ネズ ミについては変異遺伝郡第一研究軍兵菅原努が責任者とな

って,Haldaneの方法により研究をifEめた.

附 日本専売公社秦野たばこ試験場三島分場

タバコの委託研究は昭和 24年度か ら開始され,本年で 12年 日を迎え る こ とになっ

た.研究が委託されたのは,タバコ生産事業の うち最も力を注 ぐべきは育在であるとの公

社初代総裁の信念と,研究所員の学識が高 く評価されたからである.この方針に沿って,

翌 25年 日本専売公社秦野たばこ試験場三島分室 (現分場)が研究所内に設け られ,たば

この栽培,乾燥,調理,鑑定などについて,技術的に援助することになった.

委託研究は,その後公社部内における試験研究機鞘の改変にともなって多少変更されは

したが,大体においてつぎの5課題がとりあげられ,今 日まで続け られて来た.

1) タバコ実用形質の遺伝 (酒井)

2) タノミコ冠の細胞遺伝学 (竹中)

3) 程間交雑,および倍数体における優良形質の遺伝 (古里,および Lilienfeld研究員)

4) 放射線による突然変異の誘発とその利用 (松村)

5) 蚕に対するタバコ毒物 (辻田)

以上のほか公社の分場は,タノミコ育種法の基礎に関する研究を行っているが,これを含

めた6課題が,三島分場における業宗として取扱われている.

三島分場における本年壁の業続概要はつぎのとお りである.

タノてコ実用形質の遺伝に関して,本年はヒックスの9系統と,従来栽培されてきたブラ

イ ト-p-の3系統について,草丈,葉数,葉型,病害抵抗性,中骨歩合,アルカロイ ド

含有量,収量,晶質などの諸形質が くわしく調査され,それ ら各系統の特徴が明らかにさ

れた･ヒックスは最近輸入され,収量が多いこととアルカロイ ド含有量が少ない点で脚光

を浴び,大面横に栽培されるようになった品種である.
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タバコ属の細胞遺伝学では,雑種の成熟分裂における染色体の行動がしらべ られ,タバ

コとタバコ属野生種間の類縁性が検討された.

またタバコの同質4倍体とタバコ属野生種間の交雑も行われ,タバコ属植物のもつ優良

形質をタバコに導入するための素材が育成されてきた･この植物は育瞳の実際を担当して

いる公社磐田分場の業績に大いに役立っている･また,種問雑伍にしばしば出現する癌に

ついての研究も日下進められている.

種間交雑,_および倍数体における優良形質の遺伝に関して,大きな二つの業苗があげら

れた.その第 1はルスチカとタバコの種間交雑および複 2倍体の育成が成功 し,また 3倍

体の実用価値が検討されたことである.この交雑は多ニコチソ晶榎の育成上古 くから注目

され てはいたが,交雑T村難なために育種できなか った もの の一つである.その第 2は

N.diglutaにタバコを戻し交雑して得た祁槌の後代から, うどんこ病抵抗性を具え,かつ

24Ⅱの染色体構造をもった植物が見出されたことである.

放射線照射による突然変異の誘発と利用に関する研究は,Ⅹ探,γ線などによる突然変

異の発生状況が種々のタバコ品種について調査されてきた.昭和 25年以来の成叢を総括

すると,突然変異をおこさせるに必要な線量照射によって出現する変異体の種煩にも大体

見当がついたように思われる.目下タバコ品位の放射線に対する感受性について研究が進

められている.

蚕に対するタバコ毒物の研究は,委託研究の中でも最も大きな成果があげ られたものの

一つである.タバコ畑の附近に桑を栽培し,その実を蚕に給与すると蚕児は中毒症状をあ

らわすため,古来タバコ耕作者と養蚕業者間の紛争の種になっていた.この毒物に閑し,

従来 トリメチルアミソ説とニコチン説の二つが知 られているが,辻田博士らの研究によっ

て,タバコに最も普通に含まれているニコチソが毒物の本体だとい うことが確認された.

同氏らは,さらにタバコの葉が緑色を望している間は,毒物がほとんど発散されず,葉が

黄変し,枯死しようとするときに多量に発散すること,タバコの葉に含まれているニコチ

ンに煩似のアルカロイ ド,ノルニコチン,およびアナバシソは毒性が非常に弱いこと,堤

化マグネシウムと硫酸マグネシウムの混合液は汚染葉の除毒に効果があることなど実用的

に役立つ成果もあげている.

タバコ研究室は委託研究の推進に援助をあたえる傍 ら,専売公社磐田分場,および遺伝

学研究所内の他の研究室と連絡をとりながら,タバコの育種技術を探究するための研究を

行っている.その一つ,種間交雑,および雑榎の稔性増加に関する研究では,充実不良穫

子の出現におよはすⅩ線照射花粉の影響がとりあげられ,さらに膏の発育時期によるⅩ練

の感受性の相違などについても研究が進められている.

なお,遺伝学研究所に対する委託研究は,公社の要望にしたがい,本年か らアルカロイ

ド (主として低ニコチソ)を主体とした育種学的基礎研究に方向づけて実施されることに

なった.わが国の栽培たばこは世界的な視野から見ると,ニコチソ含有量が多すぎる憤向

があ り,この点が重大問題として指摘されているからである.
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国立遺伝学研究所

愛 媛 大 学

大 阪 大 学

第 8回 日本植物学会中部支部

第25回 日本植物学会

植物学会

第32rulF本遺伝学会

第81桝三島遺伝談話会

京都遺伝談話会

静岡県柑橘研究発表大会

遺伝の講ili貢と展示の会

第17回 日本育種学会

第33llil日本細菌学会

第32阿 日本遺伝学会

日本遺伝学会大阪談話会

第30同 日本蚕糸学会

第36回三島遺伝談話会

日本作物学会第 128恒ほ経演会

第25恒=]本植物学会
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河原 孝忠

木 原 均

家鶏における生存率に対する-テロ-シスと白血病感
受性

家鶏における交雑 Flの利用,掛 こ交雑の正逆による
差5li-

Originofwheatandrice

シッキムとアッサムの稲

左右性の決定に関する考察

易変遺伝子による斑入性のウイルスによるモザイクの
相似

一粒系コムギにおける左石性の発現機構について

A measurementoftherateofaccumulationofge一
neticinformationinadaptiveevolution

Accumulationofgeneticinformationinadaptive
evolution

Storageandtransformation ofgeneticinformal
tion

Significanceofsexualreproductioninevolution

Evolutionofepistasisandtheproblem ofgenetic
loads

On theaccumulation ofgeneticinformation in
adaptiveevolution

隣接した遺伝子仲の間におけるエビスタシスの進化

国連科学委員会に出席して

Somecalculationsonmutationalload

4. 4

1.10

10. 7

10.31

ll. 3

10.30

ll. 3

6. 1

10. 6

10. 7

10.10

10,ll

10.18

10.31

ll,19

ll. 8

中 央 大 学

愛 知 食 糧 会 館

Univ.ofthe
PhilipplneS

九 州 大 学

大 阪 大 学

九 州 大 学

大 阪 大 学

産 経 会 館

IstitutodiGene.
tica,Universita
diPavia

InstituteofAni-
malGenetics,
Universityof
Edinburgh

九 州 大 学

国立放射線医学総
合研究所

三島市婦人青少年
会館

日本畜産学会

日本万国家禽学会

第32回日本遺伝学会

第25回日本植物学会

第32阿日本遺伝学会

第25回日本植物学会 望

第32lliT国際統計協会 冷

湘

武

第32回日本遺伝学会

日本遺伝学会東京談話会第 310
回

Symposium ongeneticeffect 告
ofradiation



小 林 孝雄

近藤 宗平

ト. . ･ i

松村 清二

∴- l

二二 二 二 ‡

大田 朋子
松村 清二

田小論一郎
二)lz二川 旭夫
原 節 生
松木､j清二
藤)l▲ 太助
森島 啓子

蚕の各桂Fuと色突然変異体における複眼色素量

Simultaneous measurementofthermalneutron
auxesandgammacontaminationdosebysilver-
activatedphosphateglass.

突然変異誘発率と線 FriET._･の関係

線良測定の基礎

放射線による突然変災のクラスタ･Fr伽11現のl叩.論と実
験

二次''it子非平衡効果のγ線入射表｢Fr11と後大面とでの,Y-

ド-粒コムギにおけるⅩ線,r東根 ,.よぴIr.性子U)影響V)
比較

植物における放射線誘発突然変異率に対する線巌率と
RBE

コムギの倍数性 とll,性子による遺伝的影響

Relationbetweenpolyploidyalldradiationeffects
ofneutronsonwheat(代読)

ビー トの低温による不稔性C7)紳 rLLJ学的研究

コムギ寄染色体矯性組物からの巨態植物の出現に関す
る細胞学的研究

力ンキツの放射線感受性について

栽培稲の起原について

東 京 大 学

Vienna.

嘉 郡 会 鮒

原 子 力 研 究 所

京 都 大 学

九 州 大 学

三島JfJ婦人青少年
会館

東 京 大 学

Karlsruhe

北 海 道 大 学

九 州 大 学

東 京 大 学

養覧堂 向上 会釦

第30回 日本蚕糸学会

IAEA:Symposium on
SelectedTopicsinRadiation
Dosimetry.

基挺物班研究所'=t物物理研究会

原研 ･以産対 樫の線A･測定講習
会

第 219_川 本放射線影響学会

第 2LuI日本放射線影響学会

第32回 日本遺伝学会

｢放射線の遺伝的影響｣シソポ
ジアム

第17川 日本育瞳学会

IAEA & FÅoSymposiumon
uEffectsofIonizingRadiation
onSeedsandtheirSigniBcant
forCropImprovement"

第18回 日本育種学会

第32回 日本遺伝学会

はl芸学会春季大会

H本音種学会東京談話会
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村 松 晋

巾 井 斌

表音~嘉)

小川 恕人

,71,RF恕宍)
岡 彦 -

形質変異か らみた野/-E稲 0.perennis および 0.
salivaf.Spontaneaの分化について

野生稲の分化の方向について

脱毛突然変異マウスの皮膚フォスファクーゼ活性

雑榎強勢を示す致死遺伝子狐度の推移

自然集団の構造に関する放射線遺伝学的一考察

キイロショウジョウバエにおける雑種強勢を示す致死
遺伝子頻度の推移 一笑蚊と電子計算機による考察-

Paramecium polycaryum自然集団にみられる小核の
変異について

放射線突然変異の生成と核酸塩基の要求性

紫外線突然変異と核酸塩基の要剰生

Yヨウジョウバェの移動に関する研究

ショウジョウバェの移動に関するfl)L究

放射線防御剤としてのグルクロン酸 -Ⅹ線による牡
の発育障害に対する効果-

グルクロン酸アミドと発育

発生初期の筋蛋白質分化におよはすグルクロン酸の影
響

生長 ･分化および再生Ⅳ･発生初動における骨格筋 ミ
オ ミソとアクチン分化の相関性

コロシソトウリと ス イ カ の雑伍果実に含まれる苦味
〟Citbittol刀の遺伝生化学的研究

イネの量的形質の変異と放射線蓑との的係

稲の放射線処理集団の生物統計学的研究

3. 4

7.12

ll. 1

10.31

ll. 8

ll.25

日il il

ll. 7

10.31

10.31

ll.25

7.24

10. 30

4. 3
4

3.18

8.30

東 京 大 学

国立遺伝学研究所

九 州 大 学

〟

国立遺伝学研究所

九 州 大 学

国立遺伝学研究所

九 州 大 学

Efl立遺伝学lm-発けf

ll本郁｢臣ヒンクー
講堂(東京)

九 州 大 学

東 京 大 学

国立遺伝学研究所

北 海 道 大 学

第17阿日本育桂学会

第85回三島遺伝談話会

第32回 日本遺伝学会

第32回 日本遺伝学会

放射線の遺伝的影響に関するシ
ンポジューム

第88回三島遺伝談話会

第32回 日本遺伝学会

｢放射線の遺伝的影響｣ シンポ 湾

ジウム

第32lLIJ日本遺伝学会 拍

第32但相 木遺伝学会 湘

三島遺伝談話会

第 6川グルクロン酸俳究会発表
′∠ゝ
_I.i

〝
〟

第32回 日本遺伝学会

第17回育種学会

第82lllJ三島遺伝談話会

第18山 日本有塩学会 畠
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島 長造

佐渡 敏彦

酒)r･ 寛一

稲の早生 isogenic系統における生産力の変異

タイ国野生稲集団間の感光性の変異

昆虫の殺虫剤抵抗性について

ショウジョウバェの自然集団における有害遺伝子につ
いて

蚕における Spermatogenesisの時間

放射線照射後における蚕の精細胞の退化と精原細胞の
再増殖

蚕の雄における放射線誘発不妊性の細胞学的其礎

動物における放射線誘発不妊性の統一的見解

ー~山P ー ~ LScienti丘cbasisofplantbreeding.

: .(.㌔

Methodsofplantbreeding.

Biometricalapproachtothecytoplasmicinheri-
tanceinautogamousplants.

植物の耗争の統討学的研究

9.16

ll. 8

4.10

9.30

ll. 1

ll. 8

9.18

10. 1
～
13

10. 4

10.25

10.15
～
19

6. 1

4. 4

東 .京 大 学

∫

静 岡 県 民 会 飾

三島市婦人青少年
会館

東 京 大 学

国立遺伝学研究所

九 州 大 学

三島婦人青少年会
館

Southampton,
England.

CoconutResea_
rchInstituteof
Ceylon,
Lunuwila,

CairoUniversity,
Giza,Egypt.

Ceylon

Alexandria
University,
Alexandria,
Egypt.

東 京 産 経 会 館

東 京 大 学

第17回 日本育種学会

〟

一般公開講釈

｢放射線の遺伝的影響｣ シソポ
ジューム

第30回 日本蚕糸学会

日本遺伝学会三島談話会

第32回 日本遺伝学会

｢放射線の遺伝的影響｣シソポ
ジューム

TheSymposium on〟Mecha-
nismsinBiologicalCompeti-
tionリ

第32回国際統計学会

第17回 日本育種学会
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辻 繁 雄
飯野 徹勝

平 俊 文

名和 三郎

竹 中 要

田島弥太郎

土 川 fJ与

辻田 光雄

傾母遺伝の統計学的研究

Chi･phageの増殖と H 抗原

屋形ファ-ヂと宿主との関係

Chi-phageと H 抗原

ショウジョウバェ眼色素形成の遺伝生化学的研究

ショウジョウノミニの変態期における Nucleotideにつ
いて

ショウジョウバェの眼色素形成とプテ リジソ代謝･Ⅵ･

Hn産位における復対立遺伝二子作用

大輪朝顔雁葉の成 りたら

進化の-1例証

リンドウ抽出物の放射析似作用について

事故時における大衆被曝の遺伝的影響

蚕における自然突然変異率およびX線誘発突然変異率

事故時における職業人被曝の遺伝的影響

蚕の生殖細胞形成の時期により放射線誘発突然変契率
に相違が見 られる原田について

γ線の急照射と緩照射による突然変異発生率の比較

雄マウス緩照射による性比の変動

桑園のタ/ミコ剛 也による被害防除対策についての考察

カイコにおける第Ⅵと第ⅩⅠⅤ染色体附着の雌雄による
安定度について

東 京 大 学

京 都 大 学

九 <.州 大 学

神奈川県衛生研究
所

国立遺伝学研究所

関 西 学 院 大 学

九 州 大 学

大阪市天王寺区石
ヶ辻町 110 浪速
港

大

九

学

大

大
会

阪

州

土

東 京 大 学

日本原子力研究所

三島婦人青少年会
鰭

九 州 大 学

〟

岐阜蚕 業 試 験 場

バイオメ トリックス ･ソサイエ
フ~ィ-

第 8回ウイルス学会総会

第32回日本遺伝学会

第13回 日本細菌学会関東支部例
会

第83回三島遺伝談話会

第31回 日本動物学会

%T32回日本遺伝学会

全日本朝顔連盟

第25回 日本植物学会

第32回 日本遺伝学会

日本原子力学会

｢放射線の遺伝的影響｣シソボ
ン/ユーム

第32何 日本遺伝学会

第32別EJ本遺伝学会

日蚕東海支部

頚

描

湘

部



侮Fi 武彦

山田 行雄

埜 _孝次l

吉田 俊秀

タバコに含まれるアルカロイ ドと養蚕との関係

家蚕の弟体色および黄色致死遺伝子の作用について

家蚕におけるプテリン･レダクターゼに関する研究

タバコによる汚毒桑葉のニコチン解Ji諦Jによる処理実
級

最適育瞳環境についての一考察

ショウジョウバエの選抜効果と環境の影響

閉鎖鶏群の遺伝的改良

ショウジョウバェの量的形質における突然変只率の推
定

ニワトリにおける多価免疫抗体による親子鑑定

酵母核の構造について

癌細胞の染色体構成と組織浸il肝E

ラyトにおける p の複対立遺伝子

ラットの毛色変異とキヌレニソ_LIrl

マウスにおける新 しい突然変黒〟falter"とそ の遺伝

放射線による睦癌細胞染色体の切断と桐 ,ri合

癌細胞の変異,増殖および浸潤性

二倍性および四倍性紳胞における組織浸潤性のノ伊ミ

腹水癌の放射線耐性について

4. 6

10.31

ll.15

ll. 7

10.31

10.21

5.10

10.16

10.21

ill 1

ll. 7

12. 1

12.18

4.17

収 束 大 学

九 州 大 学

兵 庫 榛 畜 牧 場

三島婦人青少年会
棉

九 州 大 学

国立遺伝学研究所

名 .1-◆屋 大 学

関 西 学 院 大 学

国立遺伝学研究所

九 州 大 学

三J,'減Fi人青少年会
錯

LITH 県 立 医 大

東京第 1生命ホー
′レ

福 島 EIJ三 大

家畜育種lWL究会

第321日川 本遺伝学会

巾国種鶏改良研究会

｢放射線の遺伝(購珍答｣
ジューム

第32回 口本遺伝学会

第87回三島遺伝談話会

第 3回癌シンポジューム

第31回 日本動物学会

第8711り三島遺伝談話会

第32回 日本遺伝学会

｢放射線の遺伝的影響｣
ジューム

日本体質学会第 9凶総会

日本癌学会第19凹総会

Fl本医学放射線学会第 118ri!‖娼
東部会例会
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C.その他の研究活動

海外における活動

古里 和夫 : ロックフェラー財団研究費により栽培稲および野生稲に関する調査研究

のためビルマ ･エジプ ト イタリー ･フランス ･仏領セネゴル ･仏領ギ

ニヤ ･仏領ス-ダソ ･仏領ナイジニ1)ア ･仏領赤道ア71)カ ･ガーナ ･

英領ガンビア ･英領ナイジェリア ･スダソ ･エチオピア ･英領ケニヤ ･

イソ ド･フイ 1)ッピソ ･中華民国に出張した (34110.4-35.1.25).

木原 均: 第8回冬期オ リンピック大会選手団長 として派遣および遺伝学研究打合

せのため米国スクオバ レーに出張 した (35･2･5-35.3.10).

: 国際稲研究所組織委員会出席および遺伝学研究打合せのためフイ リッピ

ソ共和国マニラ市に出張した (35･4･ll-35.4.17).

ピソ共和国マニラ市に出張した (35.10.1-35.10.8).

木村 資生: 放射線の影響に関する国述科学委員会 日本政府代表代理として出席なら

びに遺伝学研究の た めスイス国他 2カ国に出張 した (35.9.15-35.

10.21).

岡 彦-: ロックフェラ-財団研究費に よ り栽胃相および野生稲に関する調査研究

のため南西諸島 (沖綻)および中華民国 (台湾)に出張 した (34.10.

19-35.1.25).

: 稲の研究のため米国他 17カ国に出張した (35.10.25- ).

酒井 寛一: 英国実験生物学会出席,アフリカ (カ-ラ大学)において育侵学の特別

講議,セイロンにおいてココヤシの遺伝学的研究および中華民国(台湾)

において野生稲の研究のため連合王国他 4カ国に出張 した (35.9.9-

35.lil20).

坂口 文吾: 最中の遺伝生化学的研究のため米国エール大学奨学生として Dr.D.E.

Poulsonの下にて研究中 (34･8.2- ).

阪本 寧男: 米国 ミネソタ大学奨学研究員として園芸憶物の紳 jさ学および遺伝学の研

究のため Dr.A.N.Wilcoxの下にて研究中 (34.8.27- ).

餌岡 亜緒: 植物分析および細胞遺伝学研究のためカナダ国モソ トリオ-ル大学奨学

生として Dr.A.Lbveの下にて研究中 (34.8.21- ).

津田 誠三: 昨年より引続き米国ニューヨークのpックフェラー研究所にて研究中.

他の機関における講義

松村 清二: 横浜市立大学文理学部において遺伝学の講義 (34･4.1-35.3.31).

: 九州大学農学部において農学研究実験の講義 (大学院農学研究科授業担

当)(34･8.1-35･3･31).

: 燃料 ･燃焼社主催の温温度調整に関す る講浜会 (大阪府労働会館)にお
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いて "人工気象装置を利用 した相物の研究ガについて講義 (35.6.9)

酒井 寛一: 名古屋大学農学部において畜産学特別講義 (35.12.16-36.3.31).

田島弥太郎: 東京都立大学理学部において放射線遺伝学の講義 (35.12.1-36.3.

31).

竹中 要: 静岡大学文理学部において生物学の特別講義 (35.12,10-36.3,31)

山田 行雄: 岡山大学農学部において家畜集団遺伝 学 の講 義 (24.9.30-35.3.

31).

Ⅵ. 図書および出版

図 書 主 任 (35年 度)

図 喜 委 員 ( 〝 )

洋 書: BreedinFieldCrops 他

洋雑誌: 前年変より継続

BiologicalJournalGrowth他

和 書 : 細胞化学シソポジユーム 他

和稚詰: 前年度より継続

冊

在

任

EE

僅

0

9

4

6

1

2

4

5

1

1

計

計

計

計

計

i土 田 光 雄

木村賃生 ･飯野徹雄

寄贈図書および報告類

国 内

各大学凝FF=LI-･および付抗即発所報!L71(北海道大学 他) 計 104塩

各研究所報告 (国立教育研究所 他)

各試験場報付 (北海道農業試験場 他)

別刷

国 外

雑誌 Geneticalberica

別刷

図書 Cinepa

LucrariStiintifice 1958-1959.

出 版

書 名

国立遺伝学研究所年報 10号
(昭和 34年度)

Nat.Inst.ofGenet.Annual
ReportNo.10(1959)

計 21種

計 31瞳

11部

15榎

11FLTt

43部

頁数 発行数 配 布 先

191 1,000 内外研究機関大学,
試験場,他

162 1,000 同 上
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Ⅶ.行事および新規の施設

A.第 4回遺伝学夏期講座

第 4回遺伝学夏期講座を下記 日程により1遺 1都 37府県より 66名が受講 した.

第 4回遺伝学夏期講軽日程表

49

B.遺伝の講演と展示会

静岡県,静岡県教育委員会との共催の下に静岡県民会館ホールにおいて9月 16日講演

と映画の会を,またこれと同時に同会場二階の展示室において9月 16,17の両 日展示会

が催された.演題,展示内容は次の通 りである.
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講演会と映画

･アフリカの植物をたずねて 古里 和夫

･昆虫の薬剤抵抗性について 大島 長造

･映画- 日本の原子)J'(天然色)

展 示 会

･稲の祖先をたずねて

･生物におよはす放射線の影瞥とその利用

C.放射線の遺伝的影響に関するシンポジウム

わが国関係各方面の代表 10名を招き,72名参加の下に, 三島市原人青少年会館にお

いて 11月 7,8の2日間催された.

これは当研究所が過去 3カ年問にわたりロックフエラー財団から研究費の補助をうけて

実施した研究成果の発表を兼ね,今後の同領域における研究方向を検討することを意図し

て開かれた.

主議題は次の4項目である.

･突然変異の誘発機関

･放射線誘発変異率に関する諸問題

･染色体異常

･放射線誘発突然変異の適応度におよぼ

す影響.

D.免疫用兎飼育室の新築

｢サルモネラ菌の免疫遺伝学的研究｣にた

いして米国の国立衛生研究所か らお くられた

研究補助金の一部によって,本年四月に竣立

した.建物は径 4.5m,高さ 2.5m の円柱

型で床はコソクリー ト,側面は鉄骨ガラス張

りである.中央には建物の中心を軸として回

転できる三段の飼育台があ り,おのおのの飼

育台にはそれぞれ8個の飼育箱が環状に設置

され,また下面には下水につながる排尿漏斗

が取 りつけてあって鎗飼,清掃を能率的に行

なえる.周囲には飼育箱洗源用の流し,飼料

免疫用兎飼育室平面図 (1/90)

A.飼育かご,B.逃尿漏斗,C.飼育告

回転軸,D.流し,E.飼料棚,F.採血

棚および採血台が具えてある･ 台
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Ⅴ11Ⅰ.実簸材料の蒐集と保存

A.イ ネ

0.altaSwALLEN.

0.barlhiiA.CHEV.

0.braehyanlhaA.CHEV.etRoEHR.

0.breviligulala A.CHEV.etRoEHR.

0.00αrctata RoxB.

*0.0ubensisEKMAN.

0.eichingeriPETER.

0.glaberrima STEUD.

0.grandiglumisPROD.

0.granulataNEES.

0.latifoliaDESV.

*0.malabarensis.

*0.malampuzhaensis.

0.minutaPRESL.

0.0.節cinalisW ALL.

*0.paraguaiensisW EDD.

0.perennisMoENCm

0.punctataKoTCSCHY

O.salivaL.

0.salivaf.spontaneaRoscHEV.

*0.80hlechleriPILGER.

0.slapPiRoSCHEV.

1

9

6

1

2

1

1

2

5

5

1

1

1

2

1

1

2

1

9

1

8

1

2

4

1

7
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B.花井,その他

桜

里 桜: 紅普覧,紫桜,轡金,墨染,白帯,江戸桜,楊貴妃, 関山, 白普覧,緋桜,

聴月,一葉,苔清水,有明,大提灯,奥都,細川匂,増山,天之川,駿ケ台匂,

上旬,南殿,泰山府君,千里香,日暮,荒川匂,寒桜,普賢枝垂,牡丹桜,辛

亀,塩釜,熊谷,高砂,上香,東雲,御衣黄,大南殿,金剛山,水上,兜桜,

糸括,麟麟,御車返,大内山,*里桜

彼岸桜: 八重彼岸,一重彼岸
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大島桜: 緋寒桜: 山桜: 富士桜: 緑琴桜

糟

八重咲: 小紅葉,天之川,鶴毛衣,紅車,岩根絞,無類絞, 蝦夷錦, 寒陽袋,鈴鹿

ノ関,玉手箱,貨′ト船,紅千鳥,草紙洗,狩衣

牡丹咲: 京牡丹,玉牡丹,熊坂,明石潟,淀ノ朝 日,鴇 ノ羽重, 鴇白,濯花絞,獅

子頭,神楽獅子,紅麟麟, 雪牡丹, 源氏車, 眉間尺, 光源氏,白牡丹,君ケ

代,乱拍子,星牡丹, 自雁, 白橘, 白獅子,蝶 ノ花形,花車

千重咲: 千年菊,鹿児島,白乙女,絞乙女,本所 白,蓮見白,乙女,紅乙女,染川,

阿蘭陀紅,星章,墨染,残雪

一重咲: 朝鮮椿,白鴎,天人松島,抜筆,蝶千鳥

唐子咲: 御所車,唐糸,紅唐子,絞唐子, 淡路島,京唐子,源氏唐子, 黒竜,紅獅

子

早 咲: 紅柁介,数寄屋,初嵐,太神楽,能牡丹, 白拍子,萄冬至,白玉,白玉絞,

太郎冠者, 白露錦,仏蘭西白

七 木: 排縮細,見驚,鶏之子,春 日野

五 木: 膚錦,鈎筆,春之台,後瀬山

三 木: 藻汐,和歌ノ浦, 日暮

三 妻: 雪見車,月見草

葉 替: 盃葉,錦魚椿

塩 入: 弁天椿,多福弁天,斑入乙女,覆輪一休

新 花: 蓮上の玉,大白玉,光明,良禽黒,春曙紅,四海波, 八重白玉, 舞耕麟,

大虹,昭和ノ巻,群胡蝶,玉ノ牡丹

朝 顔

品 種: 天津,耕千代宝,碧竜,右近,都の誉れ,白妙,枝垂れ,藤扇,雪の丹山,

中央の暁,紅玉,紫禁城,天の川,新紫雲,新信濃,美吉野,天竜,織家の誉

れ,春の蔓,雪中梅,花丹,稀晶,銀竜の変,幽ロなど

花型及花色の遺伝系: 獅子咲(風鈴,管, 長垂, 白乱れ咲き,牡丹など),林風 (黒

鳩,紫相,栄,白紅,牡丹など),台咲き (噴上牡丹, 黒鳩覆輪, 紫柑覆輪,

赤, 白,栄,顔,薄紺,薄紫,鼠,刷毛 目など),咲き分け,捻梅咲き,孔雀,

采咲き,切れ咲き,糸咲き,乱菊,乱菊石畳,石畳,縮咲き,紫八重桔梗,赤

八重桔梗,水色桔梗,斑入 白桔梗,吹掛絞 り,索吹雪,紅無地,浅黄雲輪

業型の遺伝系: 常(育 ･黄),丸,笹,立田,南天(青 ･黄),初 (青 ･黄),獅子(青 ･

黄 ･掬水など),派 (青 ･黄),堺渦,林風, 乱菊 (青 ･黄),負, 購蛤,縮緬

(青 ･黄),木立 (青 ･黄 ･斑入),各種の枝垂れ,渦柳 (育 ･黄),糸柳,浅沢

柳,鶏足葉,雨竜,針,立田笹,枝打糸雨竜,抜打南天,千鳥某,蝉葉 (青 ･

黄 ･斑入),恵比美須葉,洲浜など,その他を併せて,全系統では約 300 余

棉
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満月,蒋出錦,金筋梅,東都,東梅紅,千代鶴,開運梅,一重寒紅,蝶の鳥,簾の内,

青等,八重茶青,浜千鳥, 筑紫紅,映山白,【栖鴛梅,春 日野, 古里錦,唐梅, 内裏

梅

楓

早乙女,花泉錦,松ヶ枝,遅々,赤地錦,立田川,紅枝垂,柁人,狂獅子,鷲の屠,

奥州紅,名月,青茶錦,紅鏡,珊瑚聞,三業楓,瓜膚蛙手,獅子頭,青〆,稲葉枝垂,

袖の内,一行寺,血染,織殿錦,大盃,外山錦,金閣,野村,楓,大滝,名鳳,爪紅,

鴫立沢,十寸鏡,唐楓,舞孔雀,男獅子,限 り錦,釣錦,辰頭, 目笠山,赤〆の内,

大瀬川,其間,時雨鳩,琴の糸,置霜,漣波,幣取山

C.ショウジ ョウバエ

キイロショウジョウバエ (296系統)

野生型 (69系統): 本邦産 44系統,外国産 58系統,isogenic12系統

突然変異種 (113系統)

第 1染色体 (28系統): car,cm,ecct6g2bbl/CIB,g2,lz3/yf:-,lz37h,lz37k/yf:

-,lz50e,Muller15, rb,i,JU,Vf,W,wB,w m,wa,wool,we,wev,wh,

w sxt,x2CJUy:-,yaCV,yWf,yw mf,YLo/X･YS,YLo/yw YS& yv

(Muller).

第 2染色体 (13系統): aprBl,bw,cl,claw,cn,cnbw,dp,ltstd/SMZ,

al2Cysp2,ltd,L2,seabw,slw3.

第 3染色体 (24系統): bar-3,ca,cabv,cubar,dkec,Dp/tn(3L),Payn,

In(3R)C,Sbe1(3)e,ell,Hnr,Hnr8,Hnr3ell,Hnr3sr,gl-l,mah, pp,

ry,ryell,se,secabv,seell,sest,st.

第 4染色体 (4系統): Cat/eygvl,ciD!Cat,ey,pol.

染色体混合系統 (31系統): B;elユ,bw;ea,bw;Hnr8,bw;ry,cl;cabv,cl;

ry,cn;ell,cn;ry,cn;se,cnsea;Hnr3,lz/dl149m2g4;Cy/Pm,seabw,

secu,sea;ry,stwa;ry,V;e上l,vf;cl,vf;cnbw,vf;cnsea;Hnr8,

vf;ry,JUf;se,vf;sery,vf;SCabw;secu,vg;se,W;bw,W;ca,

W;cl,W;on,W;Hnr3,W;ry,W;se,W;px.

特殊混合系統 (13系統): S(4),SD(4),H(5).

クロショウジョウバエ (17系統)

野生型 (3系統): 本邦産 2系統,外国産 1系統

突然変異種

第 1染色体 (6系統): cJUmtWetb,mtBxw(2177),V4,V48i16,yap,yclap(2507).

第 2染色体 (1系統): eb.
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第 3染色体 (1系統): cn.

第 4染色体 (1系統): cd.

第 5染色体 (3系統): Sb,SteS,Svpo.

染色体混合系統 (2系統): si;a;i;ca;es.V;espe･

ウスグロショウジョウバエ (100系統)

CH 型 (10系統): --PinionFlat.

AR型 (10系統): --PinionFlat･

(5系統): --Texas.

ST FLTJ_(10系統): .I-PinionFlat.

PP 型 (12系統): ････Texas.

*AR型 (10系統): ･- California.

*ST 型 (9系統): ･-･California.

*TL型 (10系統): - ･California.

*CH 型 (10系統): -･･California.

*PP 型 (19系統): --California.

その他の種類 (4系統)

I). カ イ コ

突然変異系統

第 1連 関 群

第 2連 関 群

第 3連 関 群

第 4連 関 群

第 5連 関 群

第 6連 関 群

(od;ode;ose;Ge;e)

(pM;pS;pst;Y;pS'L12Y;o(Y)

(Ze;len;leml)

(L;sk;Spc;Llemqoc)

(re;pe;ok;oc)

(E;EOa; ED;EEl;ED;EK2'; EHEK2'/EEEKL';EJJc;EJLs;

E Np; E Ns;Nc;Ne;bl;b2)

第 7連 関 群 (q)

第 8連 関群 (ae;be;+ae;+be;st)

第 9連 関 群 (I-a)

第 10連 関 群 (wl;W2;Wa;WOE;jl;b30eW)

第 11連 関 群 (K;Bu;bp)

第 12連 関群 (Ng)

第 13連 関 群 (ch)

第 14連 関 群 (Di;oa;oak;lNll; Nl;U)

第 15連 関 群 (Se)

第 16連 関 群 (ct8)

そ の 他 (al;fe;Ga;Gl;nb;otm'rb;so;elp;rd)
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(食性異常;遺伝的モザイク2系統; 青白; カンボージュ; 褐色斑点

蚕)

染色体異常系統 ノー ′ヽー ■ヽ{ .
ZWl (+oLl･W.+p･pSay/od)

亡;illllllli;コu t:=i■iコ
ZW 2 (+ oa･W.+p･pSL'y/ose)∫-~~-ヽ′∴ 一ヽ･-~~-■
Z102 (+oa･W･+p･pSJ/Z+/ZOa) (雌致死)

ml (橋本系雄致死)

H108 (W.+py･pSay); W-P108 (W･+pyoα)
一■~~､

改 7 (W･+py欠); M3 (W ･pM)

限性虎蚕 (W･Ze)

P'Y (+ p に伴なう致死)∫-~~-■ ノ-ー-~̀̀̀̀̀̀-ヽ
Dup (+py･PSaY/py); Q121(+py･pSy/pYoα/pyoα)

C32 (pSa･十pYoα,+p-Y 間交叉 衝の高い系統)

Trisomicl12(pSqy/+pY/py); Trisomic521(usaYoα/+pyoα/pyoα)

*Trisomic2 (pS/PM/+P)

*Trisomic6 (HKPl/++)

*TrisomiC14 (+a汀/aa/Di)

E. ネ ズ ミ

1. 系統維持をしている純系マウス (Musmusculus)

A′/HeMs,AKR/Jax,BAL古/cJax,CFW/MS,C57BR/aJax,C57BL/6HeMs,

CBA/StMs,C3H/AnHeMs,C57/HeMs,C58/LwMs*,DM,dd/Ms,D103

DBA/MaMs,DBA/Ma-ceMs,dba/Ms,MA/Jax,NH/LwMs*,SMA,S/L,

SWR/Jax,S-4,SwissAlbino/Ms,RF*,YBR*,HR*

2･ 系統維持をLている突然変異系マウス (Musmusculus)

ap,T/tw5,lx,Ay,hy,fs,at,Wv,hrrh,Fu,je,Cch,Brachyury(T),fa,ti*

3･ 系統維持をLている純系および突然変異ラット(Ratlusnorvegicus)

Wistar(W),Wistar-King-A,Wayne'spinkeyedyellow hooded,Fischer,

Buffalo,Long-Evans,Albany,Castle'sBlack,Tailless-W,Shiihabi(SH),

Nagoya(N),CW-I,CW-II,NIGII,NIG-II,NIGIIII,*NIG-IV.

4･ その他のネズミの種類

チ ャイニーズノ､ムスター (Crl'cety,lusgriseus)

クマネズ ミ (Rauusrauus)

♯本年度新しく入手した系統
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ⅠⅩ.施 設

A.図 書 室

書庫の大部分は故ゴール ドシュミット博士が生前に寄贈された文献により占め られてい

る.

ゴ-ル ドシュミッ ト文庫

Prof.Dr.R.B.Goldschmidtは Berlin-Dahlem の KaiserWilhelm Instituteftir

Biologieの副所長当時多くの日本人留学生を指導し,また 1924-26年東京大学講師在任

中は各地の大学においても遺伝学を講義するなど日本に対 して深い理解と親 しみとを有す

る人である,主な研究は Lymantriaの性決定をはじめ動物遺伝学のあらゆる分野にわた

り,また植物に関する論者もあ り遺伝学者として最も間口の広い学者である.生理遺伝学

は氏のはじめて提R,F'.した新 しい研究領域である.

貯 ま1936年7メリカに招かれて California大学教授となったが,1948年 4月滞 70

才を迎え同大学を停年退職するに当 り,旧友,知己,門下生の多い日本遺伝学界のため,

殊に多年交誼の厚かった当研究所々員の請を入れて5万郡を超える別刷と数百部の単行本

との譲渡を快諾されたはか りでなく,1958年 4月他界されるまで引き続き別刷や単行本

を寄贈された･

外国雑誌のバックナソバ-は全 くこれを欠き,単行本もまた審々たるものに過ぎなかっ

た新設間もない本研究所の文庫に,辛にして手に入ったゴール ドシュミット文庫は大いに

この渇をいやしてくれた･なみなみな らぬ博士の友情は感謝に堪えない･また貴重なる文

庫所蔵のために不燃質構造の書庫を建築寄贈された静岡県当局の好意は,われわれの忘れ

得ないところである･

B.電子顕微鏡実験室

電子顕微鏡 (電子光学研究所製作Ⅲ型)超遠心機 (SpincoL型), ウル トラミクロトー

ム,真空蒸着装慣その他が備えつけ られ,生体内組織細胞の微細僻むおよびウイルスその

他の研究が行われている･

C.恒 温 室

フレオソガス使用による冷凍装置と電熱暖房装置との併用により常時 6つの小童がそれ

ぞれ,00,50,100,150,200,25oCの恒温が保持される.主に材料の保存,発育の抑制

または促進,高温または低温の形質発現におよはす影響の研究等に利用されている.

D. 光学及び化学実験室

ここには分光光彦計 凍結乾燥装置,光電色沢計,PM メーター (フィリ ップ ス会社
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E.微 生物 実 験 室

昭和 32年 3月に完成した.一階には微生物実験室 3,無菌室4,機械室 1,滅菌室 1,

二階にはシエカー室2,系統保存室 1が設けられている.機械室には トリオン,エアーテ

ンプ,-イ ドpサーム等を備えて各無菌室の無菌状態の保持はもちろん,温湿度を調節で

きるように設計された･

この実験室にはフランスより輸入された DeFonbrune式 ミクロマニュブレーク,蘇

力音波振塗器などが整備されている.

F.ショウジョウバエ飼育実験室

実験室が 3室 (25oC)系統飼育室が 1室 (20oC)いづれも恒温装置によって常に一定の

温度に保たれ,約 600系統の保存, 交配実験, 集団飼育箱による飼育が行われている.

また,わが国および世界各地の研究機関との間に系統の交換,配付などをも行っている.

G.移 動 網 室

コムギなど禾穀環の貴重な研究材料を鳥害や風雨による損傷から護る実験圃場の保護施

設としては割期的なもので昭和 34年に完成された･

網室は幅 10米,奥行 20米,高さ2.5米で四隅のみ固定基礎で支えられ他の部分は全

部分解して持ち運び出来る.固定基礎は3カ所に設けられ,三年一期の輪作に応 じて移動

出来る･

Ⅱ. 調節温室と隔離温室

調節温室は昭和 27年度の官庁営繕費 (120万円)により作 られた木造モルタル仕上げ

87.6m2 の温室で,同年の機関研究費 550万円により 13.2m2 の温室2重と 3.3m2余の

暗室2重を温湿度や光を調節しうるようにした･この種の温室ではわが国ではじめて作 ら

れたものである.昼間 15-30oC,夜間 15-25oC,湿度は 60-80%で使用している.

昭和 32年度新たに官庁営繕費 (657.4万円)によりこの程の温室を作 り,温湿度調節

装置は 32-33年度の機関研究費 (1,300万円)によって完成した.以前の調節温室と区

別する意味で隔離温室と名づけた.次表に示す各室および機械室,作業室などより構成さ

れている.

温湿度条件の調節はチラ-と-イ ドロサーム (燈油用)を用いたウォータ.ワッシャー

方式による自動調整暖冷房装置により,暗室は最低 1,000ルックスの照明光がえられ,日

長および波長の変更が可能である･

ガラス温室および暗室では,高等植物の温度, 日長反応などの生理遺伝的研究をおこな

い,開花結実を自由にコントp-ルして遺伝学的研究を促進する･また6つの小隔離室で
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は,他家授粉植物の系統維持や病害抵抗性の遺伝学的研究ができる.冷暗室は低温処理,

春化処理を行 うためのものである.

温 度 条 件

昼間 夜間 昼間 夜間

暗 室 (C1-3)

冷 暗 室 (D) 戸9･9m23,.9im229･8m2

1

j 280 150 //

γ 1′ ′′

i Oo～50

Ⅰ.温 室

日本専売公社の好意にまって作られた･将来は暖房設備を入れ,温室として使用したい

希望である.タバコ関係の研究材料をはじめ,各種植物の栽培に当てられている.

J.水田温室 と自動短 日圃場

ロックフエラー財田研究費 (昭和 32年度)によって建てられた.水田混室は栽培室(ガ

ラス室)2室,機械室, 研究室とを含み, 栽増室内にはポットを置 く台と水田を備え て い

る.温度の調節は2基の燈油を燃料とする-イ ドロサームにより昼授所定温度が自動的に

与えられる.また空気湿度も一定以上に調節されるが,冷却および除湿の設備はない.夏

季の室温は外気同様に抹たれる.

自動短日圃場は熱帯原産の稲その他の短E日生植物を栽培し,自由に出穂成熟させるため

設計された新施設である.1区 9m2 の5区を設けた.光を遮断する屋根はレールの上を

モーターで牽引,または圧搾空気エソヂンによって移動する.その運動は普通の時間統御

時計の他に,アス トロダイアルといわれる特殊の時計 (指示された緯度の毎日の日出日没

時間に応じて移動する)によって緯度的調節をも行える･

K.昆虫飼育室 と特別蚕室

昆虫飼育室では家蚕をはじめショウジョウバェを除 く昆虫額の飼育が行われる.全国か

ら集められた蚕の突然変異 120系統の系統保存も行われている･

昭和 34年度原子力予算で新設された特別蚕室には蚕を材料とした放射線遺伝学の研究

を強力に推進されるに充分な設備がととのえられた･ここには環境条件を制御できるγ線

照射飼育室,対照飼育室の ほか,普通飼育室2室が あ り,更に附属施設として変値冷蔵

室2,人工将化室,調査室がある. γ線照射飼育室は 60Co3C を線源とし蚕も飼育しな

が ら少線量のγ線を長期間にわたって照射できる特別の装置がある･
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L. 第 1ネズ ミ飼育舎

ノ､ツカネズミ (マウス)飼育室4,ネズ ミ (ラット)飼育室2のほかに飼料,敷Eji-貯蔵

塞,調理室,宿直室,実験室がある.飼育棚は吊り下げ式で,自由に位置が変更できる･

全飼育室の動物収容頭数は 10,000頭で,保持している系統はラット14系 (近交系は7

系),マウス近交系は 24系統,突然変異系は約 40系統である.

M.第2ネヅ ミ飼育舎

昭和 32年度科学技術庁原子力予算によって-ツカネズミを使った敬射線遺伝学の研究

のため輩に作 られたのがこの第 2ネズミ飼育舎で,昭和 33年度の原子力予算で固形飼料

の調製機とケ-ジが追加量購入された･5つのネズ ミ飼育室は恒温装置により常に一定の

温湿変が保たれる.他に実験室,暗室,係員軍,洗浄消毒室,固形飼料調製室および倉庫

さらに係員の宿直室などが設けられている.

N. 放 射 線 実 験 室

昭和 30年度の官庁営繕費その他計650万円により一階のアイソトープ実験室と地下の

γ線照射実験室が作られた.一階には管理室,実験室,更衣室,オー トグラフ室,フー ド

室,測定室,貯蔵室,動物飼育解剖室お よび使物室 (ガラス室)な どが,地下室は Co60

によるγ線連続照射を動植物に実施する目的で放射線防御を考慮して特別に設計された･

内部設備は庁費と輸入機械および機関研究費によって特殊の γ線照射装置,放射装置,杏

種放射能測定器が揃えられている.γ線照射量はその装置とともにわが国最初の考案で,

Co6050curie を天井中央の 2m の高さにあげ, 床面に同心円的に1日300r,150r,

50r,1rと線量をかえて慣射されるよう設計された･

昭和 33年度には上記実験室を拡張して放射線実験室を完成した.増築部分の一階は大

小のⅩ線照射室,操作室,測定室,工作室と既設の管理室の拡張で,地下は中性子 (Ra-

Be500mg)と γ線 (137Cs6000Curie)の照射実験室である.内部設備 としては,現在

Ra-BelOOmg と 137Cs2,000Curie,137Cs4,000Curieをもち, 中性子装置 は 34年

度の科学技術庁原子力予算で,137Cs装置と追加の 137Cs4,000Curieの線源は昭和 34･

35年度の機関研究費で完成される･

0.鶏 舎

昭和 27年社団法人全国程鶏遺伝研究会によって建設された産卵鶏検定舎1棟,将卵育

雛舎 1棟,コロニー舎6棟は,同研究会の解散とともに寄付された.現在 は これ らの外

に,中雛用育雛バタリー舎3棟を追加建設して, 毎年約 600羽の成鶏を飼育し,雛は年

産 20,000-30,000羽である. 主要鶏種は 3/47うミ白色L,グホン種,1/4が横斑 ロック種

で,他に若干の近交系である.
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P.組織噂養実験室及び顕微鏡室

組織培養実験室には準備室 1,無菌室2を設備 し,顕微鏡室には昭和 29年度の文部省

科学研究費によって購入したオーソル ックス釘微鏡が備え られ,頗微鏡写真室が併設され

ている.

Q.実験圃場 ･その他

圃場別面棟

圃 場 名 面 積

西 一 番 圃 2,238 平方メー トル 一般作物

西 二 〝 5,665 〝 〝
西 三 〝 5,826 〝 〝
東 二 〝 3,107 〝 〝

東 四 〝 8,408 〝 桑樹および一般作物

東 五 〝 7,846 〝 桑樹

東 六 〝 1,785 〝 桑樹およびクヌギ

計 34,874 平方メー トル

他に水田 595平方メー トル

庭園および道路

観賞用樹木として,また品種保存のため,ツバキ,サクラ,カニデを多数蒐集し,構内

に植え付けてある･ツバキの一部,サクラの大多数は構外道路のサクラとともに毎年開花

し,皆の日を楽 しませている.アメリカより贈 られたメタセコイヤも本館前にあ り,巽重

な資料となっている.

主な研究用栽培植物

Aegilopsspp.,Agropyronspp.,Hordeu仇 Spp.,Triticun spp.,Oryzaspp.,

Chrysanthemum sppリColchicumautumnaleL.,DianthusChinensisL.,Gloriosa

SuPerbaLリ MedicagotruncaturaVILLD.,Narcissusspp.,PharbilisnilCHOIS.,

Zephyranthesspp.,MelandriumalbumL.,RumexacelosaL.,Cannabissativus

HEMSL･,CitrullusvulgarisScHRAD.,CitrullusColocynthisScHRAD.,Fragaria

grandijloraEITRH.,RaphanussativusLリ Saecharum oblcinarum L‥ Prunus

spp.,MorusbomaycisKoIDZ.,QuercusserrataTHUNB.
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Ⅹ.庶 務

A.歴 史 と 使 命

歴史 昭和 15年8月京城で催された日本遺伝学会第 13回大会が国立遺伝学研究所

設立決議案を満場一致で可決した.これに翌 16年4月,日本学術振興会内に設け られた

第4 (遺伝)特別委員会が協力して国立研究所実現の努力をつづけた.昭和 22年8月,

日本遺伝学会は財団法人遺伝学研究所を設立し,側面的に国立機関設置の促進に努めた.

これらの努力が実を結び,昭和 24年 5月吉田内閣の第 5国会において設置法案が可決さ

れ,同年5月 31日文部省設置法の改正公布をみ,ここに待望 10年の国立遺伝学研究所

が 6月1日誕生した.

最初は,庶務部のはか,第 1 (形質遺伝),第2 (細胞遺伝),第 3 (生理遺伝)の3研

究部をもって発足し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年 9月敷地として,静岡県三

島市富士産業株式会社所有の土地 77,771.78028平方メートル を買収するとともに,同社の

建物 4,445.1平方メ-トル を借受け,12月1日研究所を現在の地に移した.のち文部省,

大蔵省,科学技術庁,静岡県,三島市,日本専売公社,ロックフェラー財団等の援助によ

り,逐年研究施設は拡充され,研究所はようや く面目を一新するに至った.

また,研究部門の構成も,昭和 28年に生化学遺伝部,29年に応用遺伝部,30年には

変異遺伝部が増設され,さらに 35年入所遺伝部が新設されて,現在7研究部門を数えて

いる.

使命 遺伝学は,近代科学の中でも新しい領域に属し,開杯されてからいまだ 60年余

にすぎないが,生物に対するわれわれの認識に大きな変革を与えた.生物のあ らゆる形態

も機能も,さらに行動す らも,遺伝子の作用に支配されていることを示したからである･

また遺伝学は生物の進化の問乱 農作物や家畜の品種改良,人間の門因性疾患などに関す

る知識の開拓に重要な学問である.

当研究所は日本の遺伝学の研究を推進させるとともに,次代をになう,若い研究者の育

成と国民の科学知識の向上に貢献することを使命としている.

既設の7研究部門のほかに将来微生物の遺伝学,進化学ならびに集団遺伝学を取扱 う部

が設けられ,また家畜の遺伝と改良を広 く研究する部門が拡充されこれらが相互に密接な

協力態勢を整えたならば遺伝を中心とする諸問題に綜合的な成果が得 られることが期待で

きよう.

B.組織,機構と職鼻

文部省設置法 (抄)

(昭和 24年5月 31日法律第146号)
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第 14条 第 26粂及 び第 27条 に規定す るもののほか,文部大 臣の所轄の下 に,国立学

校及び次の機 関 を置 く.

日本 ユネス コ国内委員会

国立教育研究所

国立科学博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

緯度 観測所

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

国立国語研究所

日本 芸術院

日本学士院

第l15条 前条 の機関の うち,国立教育研究所,国立 科学博物館,国 立 近 代 美 術 館,国

立西洋美術館, 統計数理研究所 及 び 国立遺伝学研究所 に そ れぞれ評議員会 を置

く.

2. 評議員会 は, それぞれの機関の事業計画.経 費の見積人事 その他の運営管理 に

関す る重要事項 について, それぞれの機 関の長 に助言す る.

3. それぞれの機関の長 は,評議員会 の推薦 によ L)文部大臣が任命す る.

4. 評議員会 は 20人以内の評議員 で組織す る.

5. 評議員 は,学識経験のある者 の うちか ら文部大臣が任命す る.

6. 評議員 の推薦,任期その他評議員会の組織及び運営 の細 目については政令 で定

める.

第 23粂 国立遺伝学研究所 は,遺伝 に関す る学理 の総 合研究及びその応用 の基礎的研究

をつか さどり, あわせて遺伝学研究 の指導,連絡及び促進 をはかる機 関である.

2. 遺伝学研究所 の内部組織 は,文部省令 で定 める.

文部省設置法施行規則 (抄)

第 7節 国立遺伝学研究所

(所 長)

第こ62粂 国立遺伝学研究所 に所長 を置 く.

2. 所 長 は,所務 を掌理す る.

(内部組織)

第 63粂 国立遺伝学研究所 に次の8部 を置 く.

1. 庶 務 部

2. 形質遺伝部

3. 細胞遺伝部

4. 生理遺伝部
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5. 生化学遺伝部

6. 応理遺伝部

7. 変異遺伝部

8. 人類遺伝部

(庶務部の分課及び事務)

第 64条 庶務部 に次の2課 を置 く･

1. 庶 務 課

2. 会 計 課

2. 庶務課 においては,次の事務 をつかさどる.

1. 職員の人事 に関す る事務 を処理す るこ と.

2. 公文書類 を接受 し,発送 し,編集 し,及び保存す ること.

3. 公印 を管守す ること.

4. 国立遺伝学研究所の所掌事務 に関 し,連絡調整す ること.

5. 国立遺伝学研究所評議員会に関す ること.

6. 前各号 に掲げるものの外,他の所掌 に属 しない事務 を処理す るこ と.

3. 会計課 においては次の事務 をつかさどる.

1. 予算 に関する事務 を処理す ること.

2. 経 費及び収入の決算その他会計 に関す る事務 を処理す るこ と.

3. 行政財産及び物品の管理 に関する事務 を処理す ること.

4. 職員の衛生,医療及び福利厚生に関す る事務 を処理す ること.

5. 庁舎及び設備の維持,管理 に関する事務 を処理す ること.

6. 庁内の取締 に関すること,

(形質遺伝部)

第 65粂 形質遺伝部 においては,生物 における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関す る研究 を行 う.

2. 形質遺伝部 に第一研究室及び第二研究室 を置 き,各室においては,前項の研究

について,それぞれ動物 に関する研究及び植物 に関す る研究 を行 う.

(細胞遺伝部)

第 66条 細胞遺伝部 においては,生物細胞の核及び細胞質 と遺伝 との関係に関す る研究

を行 う.

2. 細胞遺伝部 に第-研究室及び第二研究室 を置 き,各室においては,前項の研究

について,それぞれ動物 に関す る研究及び植物 に関す る研究 を行 う.

(生理遺伝部)

第 67粂 生理遺伝部 においては,生物における遺伝形質の表現に関す る生理学的研究 を

行 う.

2. 生理遺伝部 に第一研究室及び第二研究室 を置き,各室においては,前項の研究

について,それぞれ動物に関す る研究及び植物 に関す る研究 を行 う.
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(生化学遺伝部)

第 68条 生化学遺伝部 においては,生物の遺伝 に関す る生化学的研究 を行 う.

2. 生化学遺伝部 に第-研究室,第二研究室及び第三研究室 を置 き,各室において

は,前項の研究 について,それぞれ動物に関す る研究,植物に関す る研究及び微

生物 に関す る研究 を行 う.

(応用遺伝部)

第 69粂 応用遺伝部 においては,動物及び植物の改 良に関する遺伝学的研究 を行 う.

2. 応用遺伝部 に第-研究室,第二研究室及び第三研究室 を置き,各室 に お い て

は,前項の研究 について,それぞれ動物 に関す る研究,植物 に関する研究及び育

種技術の理論 に関す る研究 を行 う.

(変異遺伝部)

第 70粂 変異遺伝部 においては,生物 に対す る物理的及び化学的刺激 による突然変異に

関す る研究 を行 う.

2. 変異遺伝部 に第一研究室,第二研究室及び第三研究室 を置き,各室 に お い て

は,前項の研究 について,それぞれ動物に関す る研究,植物に関する研究及び放

射性同位元素 による突然変異に関す る研究 を行 う.

(人類遺伝部)

第 71条 人類遺伝部 においては,人類遺伝に関す る研究 を行 う.

2. 人類遺伝部 に第一研究室 を置 き,この室においては,前項の研究のうち,人類

における各種遺伝形質に関する研究 を行 う.

(形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝部及

び人類遺伝部)

第 72条 形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝

部及び人類遺伝部 においては,前 7条に定 め る も の の外,各部の所掌事務 に関

し,次の事務 をつかさどる.

1. 国の機関の求 めに応 じ,人 口,優生,農業等に関す る政府の施策について科

学的基礎資料 を提供す ること.

2･ 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等の求 めに応 じ,協力 し,及び

指導す ること.

3. 内外の諸機関 と連絡協力す ること.

4. 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催その他研究の促進に関すること.

附 則

この省令 は,昭和 35年 4月 30 日か ら施行する.
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官 職 名 氏 名 も発 令年 月 日

国 立 科 学 博 物 館 長

北 海 道 大 学 名 誉 教 授

東京大学応用微生物 研 究 所 長
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坂 田 種 苗 株 式 会 社 社長
東 京 大 学 教 授

東 京 大 学 名 誉 教 授

名 古 屋 大 学 名 誉 教 授

国立公衆衛生院衛生統計学部長

東 京 都 立 大 学 数

東 京 大 学 数

放 射 線 医 学 総 合 研 究 所
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形 質 遺 伝 部

細 胞 遺 伝 部

生 理 遺 伝 郡

文部教官,部長,室長 農 学 博 士

理 学 博 士
Ph.D.

文部教官,部長,室長 ･.理 学 博 士

l

〝 室長 :理 学 博 士

〝 研究員 ･理 学 博 士
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〝 〝(休職) 理 学 博 士

U 所長･室長 弓理 学 博 士
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〝 〝(休職)!

氏 名 F 発令年月 日

田 島 弥大町 31･12･11
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青 田 俊 秀
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米 田 芳 秋
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外国人研究員,併任,非常勤,来訪,流動および奨励研究員

官職名

文邪教官

総理府技官

研 究 員

職 名

北海道大学教授
放射線医学総合研
究 所 室 長
農業科学研究所長

中華民国台湾省立
農 学 院 講 師

京都女子大学助教授
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牧 野 佐 二 郎
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文 部 事 務 官

本年中転退出職員
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庶
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人
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務 課 長 l
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務 係 長 !

清

安

書

中

理 係 長 1)ll

職 名

庶 務 課 長

変異遺伝部室長

研 究 員

形 質 遺 伝 郡
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会計課用度係長

任併

1
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1

5

5

5

5
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7

7
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35
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35
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放射線医学総合研究所
室長に出向
富山県立農業試験所に
転出

放射線医学総合研究所

研究員に出向

C.土 地 お よ び 建 物

土 地 総 面 積 86,022平方メ- トル 建物総面積(建) 6,471平方メー トル

内訳 研究所敷地 81,071平方メー トル (延) 8,945平方メー トル

宿 舎 敷 地 654平方メー トル

建 物 内 訳 (端数切捨)

区 分

本 館
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木 造 平 屋 一 部 中 二 階

木 造 大

木 造木 造木 造
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〝
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瓦

造
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木
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木

鉄 筋 平 屋 建 一 部 地 下 室

ブ ロック造 りお よび 木 造 平屋 建

室 L一部鉄骨ブロック造 り及び木造平屋建

造 平 屋

国立遺伝学研究所

人 件 費

国立機関原子力試験研究費

官 庁 営 繕 資

料 学 研 究 費

機関研究費

総合研究費

D.予 算

45,275,000円

23,399,000円

5,153,000円

0円

5,890,000円

7,700,000円

物 件 費 21,876,000円

各個研究費 300,000円

輸入機械粍入費 3,755,823円

玉. 諸 会 と諸 規 定

諸 会

研究活動を促進するため次の会合を行 う･

雑 誌 会

外国で発表された新 しい研究論文の抄読会で,盛夏の時季を除き,毎週水曜 日に開かれ

る.

BiologicalSymposiaofMiSim&

外国か ら関係学者の来訪の際,随時に開き,講演討論の一切を英語で行 う.

日本遺伝学会三島談話会

研究な らびに附近在住の会員により組織され,原則 として,月 1回研究成果の発表 とそ

れに関する討論を行 う.

稲研究会

ロックフェラー財団の 援助によって うまれた,｢栽培稲の起原｣の研究班の人達によっ

て,隔週に1回,定期的に開かれ,研究班自身の研究の発表と討論な らびに,国内外の最

近の研究の紹介を行 う･
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動物遺伝研究会

ロックフェラー財団の援助によって うま れ た,｢動物における放射線の遺伝的影響につ

いての研究｣の班員を中心 として組織されている.隔週に 1回,班員の研究発表,国内外

の最近の研究の紹介とそれに対す る討論を行 う.

以上のほか,染色体学会三島例会,日本育種学会静岡談話会な どが不定期に開かれる.

諸 規 程

部長会議規程

第 1 条 国立遺伝学研究所に部長会議 (以下会議 とい う) を置 く.

第 2 条 会議は所長および部長 をもって構成する.

第 3 条 会議は所長の諮問に応 じ,次の事項 を審議する.

1. 重要な規定及び内規の制定および改廃に関する事項.

2. 職員定員の配置に関する事項.

3. 重要人事に関する事項.

4. 予算要求に関する事項.

5. 研究費予算配分に関する事項.

6. 研究及び業績報告に関する重要な事項.

7. 研究に関する施設の設置および廃止に関する事項.

8. 渉外に関する重要事項.

9･ その他研究および運営に関 し,所長の必要 と認 めた事項.

第 4 条 所長は会議 を召集 し,その議長 となる.但 し,所長事故あるときは,あらかじ

め,所長の委任 した部長がその職務 を代理する.

第 5 条 会議は構成員の過半数が出席 しなければ,議事 を開き,議決することができな

い.

第 6条 議事は出席者の過半数で決 し,可否同数のときは議長の決するところによる.

第 7 条 所長は必要があると認めたときは,構成員以外の者 を会議に列席 させ意見をき

くことができる.

2. 前条により会議に列席 した者は議決に加わることができない.

第 8 条 会議は定例会議および臨時会議 とする.

2. 定例会議は原則 として,毎月第 1,第 3火曜 日に開き,臨時会議は所長が必要

と認めたときまたは構成員の過半数から請求があった とき開 く.

第 9 条 会議に幹事 を置き,庶務部課長 をこれに充てる.

第 10条 幹事は会議に出席 し,議事録 を作成する.

客員内規

第 1 粂 この研究所に客員 を置 くことができる.

第 2 条 客員は遺伝学研究に造詣深いもので, この研究所において研究 を希望するもの

の内から所長がこれ を決める.

第 3条 客員は所長の指示に従がわなければならない.
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第 4 条 客員は遺伝学研究 をなすため,この研究所の諸設備 を使用することができる.

第 5条 客員はこの研究所の諸設備 を使用 してなした研究業績 を所長の承認 を得て発表

することができる.

第 6 条 客員が研究発表 をするには,この研究所の業績報告書 を用いることができる.

特別研究生内規

第 1 条 この研究所に特別研究生 を置 くことができる.

第 2 条 特別研究生は,大学または専門学校において関係学科 を修めまたはこれ と同等

以上の学力ある者にして所長が特別研究生 として適当であると認 めたものに限る

第 3 条 特別研究生 として指導 を受けようとするものは,所長あて,次の書類 を提出 し

て許可 を得なければならない.

1. 願 書 (別紙様式による)

2. 履歴書

3. 推薦状

ィ.大学院に在学中のものは所属学長または学部長の推薦状

ロ.大学または専門学校卒業生にして末就職のものは,最終学校の学長,学部

長,または学校長の推薦状

′､.官庁,公私団体の委任によるものはその所属する長の推薦状

第 4 条 特別研究生は所長の命にしたがわなければならない.

第 5 条 特別研究生の研究期間は1年以内とする.

但 し,1年以上研究を継続 しようとするものは,所長の許可 を得て,期間を延

長することができる.

第 6 条 特別研究生の研究に要する諸経費は原則 として自己負担 とする.

第 7 条 官庁,公私団体から委任 を受けて特別研究生 となったものは,前条によらない

ことができる.

第 8 条 特別研究生はあらかじめ指導教官の許可 を得て, この研究所の諸設備 を使用す

ることができる.

第 9 条 特別研究生は所長の許可 を得て指導 を受けた研究業績 を発表す る こ とが で き

る.

但 し,その場合は,その旨を附記 しなければならない.

第 10条 特別研究生が研究業績 を発表するときは,この研究所の業績報告書 を用いるこ

とができる.

第 11条 この内規の施行に要する細則は別に定 める.

研修生内規

第 1 条 この研究所に研修生 を置 くことができる.

第 2 条 研修生は新制高等学校または旧制専門学校 を卒業 した者及び新制大学在学中の

者若 しくはこれ と同等以上の学力ありと認 めたもので所長が研修生 として適当 と
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認 めた ものに限る.

第 3 条 研修生 を希望するものは所長に次の書類 を提出 して許可 を得なけれ ば な ら な

い.

1･ 願 書 (別紙様式のもの)

2. 履歴書

3･ 卒業証明書 (大学在学中のものは所属学部長の依頼状 または在学証明書)

第 4 粂 研修生 は所長の指示に従い指導教官の下で遺伝学に関する学理 と技術 を研修す

る.

第 5条 研修生には原則 として給与は支給 しない.

第 6 条 研修生の研修期間は 1年以内 とする･但 し,必要ある場合 は許可 を得て延期す

ることができる.

第 7 条 研修生が所定の研修 を終了 した ときは終了証明書 を交付することができる.

第 8 条 研修生に成業の見込がない ときまたは所長がその退所 を必要 と認 めた ときはこ

れに退所 を命ずることができる.
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F. 日 誌

第 81回三島遺伝談話会

第 82回 〝
第 83回 〝
第 31回バイオロジカルシ ンポジアム

第 84 回三島遺伝談話会

第 32回バイオロジカルシ ンポジアム

全国種鶏遺伝研究会総会

日本専売公社 タバ コ研究成果報告会

第 85回三島遺伝談話会

第 4回遺伝学夏期講座

第 33回バイオロジカル シンポジアム

環境調節実験室委員会第 1回研究集会

変化あさがお展示会

第 34回バイオロジカルシンポジアム

第 35回バイオロジカルシンポジアム

遺伝の講演 と展示会

第 86回三島遺伝談話会

第 36回バイオロジカルシンポジアム
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7 日 第 37回 〝

21日 第 87回三島遺伝談話会

･1月 岩 呂‡放射線の遺伝的影響に関するシンポジウム

73

25 日 第 88回三島遺伝談話会

12月 12日 第 38回バイオ ロジカルシンポ ジアム

12日 第 39回 〝

28 日 第 89回三島遺伝談話会

主なる来訪者

昭和 35年 2月 2 日 農林省家畜衛生研究所長 石井 進

､ 3月 15日 イ ン ド国アッサム州蚕糸局長 R.SIiARMA.

28 日 西 ドイ ツ原子力委員会 E.E.PARCHWITS.

29 F_1 米国ブル ック-ブン国立研究所 J.BREWBAEER.

31 日 ドイ ツ国ノ､ノーバー ･- レンノ､ウデ ン園芸植物育種学研究所

H.KUcKUCX.

4月 9 口 静岡大学学長 渡辺 寧

21日 米国イ ンディアナ大学大学院科長 R.E.CLELAND.

28 日 米国 ロックフェラー財 団 A.H.MosEMAN.

5月 21日 米 国イ ンディアナ大学 Ralph.E.Cleland.

29 日 英国ケ ンブ リッジ大学 R.A.Fisher.

6月 7日 イ ン ド国酉ベ ンガル州農業局長 H.K.NANDI夫妻

8月 8 日 米国ブル ック-プン国立研究所 H.Ⅰ.CURTIS.

10 日 オース トラ リア国シ ドニー農業試験所 H.LEA.

9月 12日 米国オー クリッジ国立研究所 T.MAKINODAN.

13 日 米国 ロス ウエル公園記念研究所 L.C.STRONG.

17 日 フイ リッピン国所在国際稲研究所長補佐 S.W oRTAtAN,

コロンビア国所在 ロ ッ クフ ェ ラー財 団研究所 P.R.JEN-

NINGS.

26 日 米国 フォー ド財団副理事長 F.F.HILL 夫妻

27 日 熊本大学事務局長 塚本盛平

28 日 広島,長崎 A.B.C.C.副所長 中泉正徳

29 日 静岡財務部長 小野喜一

〝 東海財務局管財部長 森 田 博

･ K 総括振長 本間光正

〝 静岡財務部沼津出張所長 彦坂吉夫

〝 朝鮮京城大学教授 玄 信 圭

K ベ トナム国立農業研究所長 苑 輝 輝

10月 5日 東京大学教授 和田文吉
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n 米国カ リフォルニア ･ホープ市医学センター 大野 乾

7 日 イ ンド国中央稲研究所 S.SAhfPATH.

26 日 オランダ国オランダ癌研究所 0.MtJHLl∋OCX,A.DUx.

11月 7 日 ユネスコ東南アジア科学協力局長 B.MATTSON.

〝 ドイツ国フライプルグ大学放射線研究所

H.LANGENDORFF,H.J.MELCHING.

8 日 広島 ･長崎 A.B.C.C.所長 G.B.DARLING.

〝 平塚市農業技術研究所 須藤千春

18日 文部省大学学術局庶務課長補佐 長崎憲之

28 日 メキシコ在所 ロックフエラー財団 E.J.WELLHAUSEN:夫

妻

30 日 日本専売公社秦野たばこ試験所病虫部長 高岡市那

12月 6 日 F.A.0 地域事務局病虫害防除専門家 J.VALLEGA.

12日 米国カリホルニア大学 ウィルス研究所 G.S.STENT.

14日 日本専売公社秦野たばこ試験場長 石戸谷賢造

〝 日本専売公社企画管理部調査役 大塚孝良 ､

16日 米国オークリッジ国立研究所 F.W .SANDERS.

20 日 大蔵省管財局 古橋隆秀,久保 田太郎

〝 東海財務局 根津忠英

〝 文部省大臣官房会計課 柿崎忠英

G.栄 誉

下記の通 り学位 を授与された.

35. 3.22

35.ll. 4

35.12. 6

∴ ;∴ ∴ :.･ : -∴
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附

1. 秦野たばこ試験場三島分場

ない,昭和 25年2JJ秦野たばこ試験場三島分室 (現分場,たばこ研究室)が研究所内に

,没附され,タバコC7)肥培管理をfn_当し,併せて研究を行っている･

たばこ研究室人鼻

//ナ場長 田中二Ⅰ仁飾

分場員 綾胸,r.lhll,川H富次,長島利義

委託研究内容

謙 慰盲 /J,,:コ晶稀改良の).E礎即究

1研究jH_当者 ィ､原 均

研究IJiHおよび分担者

1) メ/:｣実川形質の遺伝 (酒井寛一)

2) タバコf.FJ:BU)細粒遺伝学 (竹中 要)

3) 柿間JlI維および†汗数休における優良形質の遺伝 (IlT一三rZ1111夫)

4) 放射線による突然変異の誘発 と利用 (酎 寸清二)

5) タバコ市穣法の基礎 (田中正雄)

6) タバ-1より発散する蚕の毒物 (辻田光雄)

2. 財団法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 22叩5川軌TJl法人遺伝学研究所の設立を見たが,国立遺伝学Tr)F究所の設立せ られ

るにおよび,その寄附行為をあ らため遺伝学普及会としもっぱ ら遺伝学咋及郭業を行 うこ

ととなった.

役 鼻

会 長 木Ti7)( 均

理 事 j:.H凹文F=1,:,EEI島弥太郎,惟述善人,竹中要,松村清二

監 事 辻田光雄,酒井究一,大!;I長 造

常任理部 竹中 要,田島弥太郎

事業概況

雑誌 ｢遺伝｣編集のため毎月 1回東京または三島で,W集会議を開 く･遺伝学に関する学

習用プレ/ミラー ト配付,遺伝学実験用小岩'3･具の改良,新考案の製作,配付,幻灯用スライ

ドの製作,配付,遺伝学実習用小動物および植物の繁殖および配付.

3. 全国種鶏遺伝研究会

全国の有志穫鶏家によって組織された任意ld休で,鶏の苛税に関する最新知識の3,lfT･及 と

交換を図 り,それ らを実際市域に応用して,市税をより効果的に進めようとの目的から,

年 lrl･7程度当研究所において研究討論会を開催する.
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